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會議主旨會議主旨會議主旨會議主旨    

 

 
東海大學日本語文學系 系主任 

                                                            林 珠雪 

 

 

本系已持續 4年與奈良女子大學進行有關社區生活發展之相關研討會及調

查活動。此次交流討論會，除了承繼去年討論有關如何拓展台中市民與外籍人士

共同創造「多元共生之美好生活環境」的問題外，亦思考如何藉由大學資源協助

週邊社區發展並共創多元共生之生活環境的可能性。 

本系碩士班「台日社區交流」之活動計畫課程持續去年的社區服務計畫，今

年將主軸置於社區圖書館之活化，主要的進行方式是希望利用社區圖書館資源協

助社區弱勢家庭的小孩，除了協助其閱讀等的能力之培養外，並擬推廣至促進親

子教育等層面。而實際的進行方式是由「台日社區交流」活動計畫的成員以溝通

橋樑的方式，將大學的資源與社區服務互相結合，在多元文化共生的主旨下實踐

互利共生的服務模式。 

    在上述的主題與實踐活動下，東海大學日文系除了教師之相關研究發表之

外，亦結合研究所之活動計畫的成員進行其實際進行之社區服務實踐報告，同時

邀請逢甲大學都市計畫與空間資訊學系的劉立偉老師及台中市政府都市發展局

都市更新發展課的洪宏和先生針對台中市的市街再造之文化與政策等層面進行

學術講演及實際狀況之分享。 

 另外，日本奈良女子大學中山徹教授及其研究團隊也在此主題下發表相關

的研究成果與調查報告，希望能藉由其豐富深厚的都市計劃、營造之經驗與專

業，探尋拓展未來的可能性。 

 

此次交流討論會的舉行除了希望促進台日雙方之有關社區研究與服務的交

流實踐外，亦希望透過雙方的發表與調查活動提供台灣社區再造之有關「多元與

共生」的議題，並思考如何讓大學資源與社區服務做良好結合的實踐性議題。 
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日本中心市街再造之方法與現狀日本中心市街再造之方法與現狀日本中心市街再造之方法與現狀日本中心市街再造之方法與現狀    
（（（（日本日本日本日本のののの中心市街地再生中心市街地再生中心市街地再生中心市街地再生のののの方法方法方法方法とととと現状現状現状現状））））    

    

    

奈良女子大学大学院 人間文化研究科 博士前期課程 

住環境学専攻 1 回生 奈良岡緑・山岸真奈 

 

 

【【【【少子高齢化社会少子高齢化社会少子高齢化社会少子高齢化社会へのへのへのへの突入突入突入突入】】】】    

 20 世紀、日本は世界でもまれにみる経済成長を成し遂げ、先進国の仲間入り

を成し遂げた。その要因として様々な点が指摘されているが、重要なものに人

口増が挙げられる。1900 年以降、日本の人口は一貫して増加の傾向にあったが、

2004 年をピークに人口減少に転じ、21 世紀、我が国は先進国で最も人口減少率

が高い国となる。さらに、人口減少にとどまらず、年齢構成も大きく変化する。

65 歳以上の高齢者が増え、子供の人口が急減する少子高齢社会へ突入した。21

世紀の中ごろには高齢化率が 40％を超え、先進国の中でも他国とは比較になら

ない高齢化率となる。 

このような背景から今後の街づくりを考える場合、急速な人口減少を前提に

考えなければならず、また、街づくりの重点を高齢者に置かなければならない。 

 

【【【【日本日本日本日本のののの都市計画都市計画都市計画都市計画のののの歴史歴史歴史歴史とととと経緯経緯経緯経緯】】】】    

 日本の都市計画は、高度経済成長期に形成されたと言われている。高度経済

成長期は、日本の人口・産業が急増した時代であり、そのため、①増える人口・

産業を効率的に受け止める、②広域計画を優先する、③インフラ整備は補助金

で進める、といった特徴があった。1974 年に「大規模小売店舗法（大店法）」が

施行されたが、大店法は、中心市街地の商店街を守るはずが、逆に大型商業施

設の郊外出店を加速化させ、商店街の衰退を招くことになり、いわゆる「シャ

ッター通り」を各地に出現させた。2000 年に大店法が廃止され、出店規制の一

部を緩和した「大規模小売店舗立地法（大店立地法）」が、「都市計画法」「中心

市街地活性化法」の改正と合わせ、「まちづくり三法」として施行された。まち

づくり三法は中心市街地活性化法及び各種の支援策により活性化を実現しよう

とするものであった。 

しかしながら、制定から 7年を経て中心市街地の活性化に取り組む地域は数

多くあるものの、目に見える効果があった地域は少なく、全体的にみても中心

市街地の状況は改善されなかった。現状のまま中心市街地が衰退し、市街地の

機能が郊外へ拡散していくと、少子高齢化により人口が減少に転じる中で、地

方財政が都市のインフラ維持のためのコストに耐えられなくなる可能性がある。
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また高齢化や空き家の増加による治安の悪化等により、コミュニティが荒廃す

るおそれもある。 

こうした危機感から、近年、市街地の郊外への拡散を抑制し、まちの機能を

中心市街地に集中させるコンパクトシティの考え方が提唱されている。このよ

うな状況を背景に、まちづくり三法の見直しが進められ、平成 18 年 5 月、まち

づくり三法の改正法案が成立した。 

 

・法目的の改正 

これまでの中心市街地活性化法では、「中心市街地における市街地の整備改善

及び商業等の活性化の一体的推進」を法目的としていた。そのため中心市街地

の活性化が商業者保護のように捉えられ、地域住民の十分な協力が得られない

ケースもあった。このような反省を踏まえ、今回の改正中心市街地活性化法で

は、法目的を「少子高齢化、消費生活等の状況変化に対応して、中心市街地に

おける都市機能の増進及び経済の活力の向上を総合的かつ一体的に推進」に改

めた。多様な関係者が集う中心市街地の活性化には関係者間の連携が必要不可

欠であり、中心市街地に対する参加意識を促していく必要がある。そのため基

本理念においても「連携」の重要性を指摘している。 

 

・中心市街地活性化本部の設置 

また、市町村が中心市街地活性化法に基づく支援措置を受けるためには、中

心市街地活性化基本計画を策定しなければならないが、改正法では、内閣総理

大臣による認定制度に改めている。内閣総理大臣を本部長とする「中心市街地

活性化本部」を内閣に設置し、基本方針案の作成、各省庁間にまたがる各種支

援施策の総合調整、事業の実施状況のチェック、レビューを行い、支援地域の

選定を厳正に行う。やる気のある市町村の重点的支援により、中心市街地活性

化の「成果」を重視する。5年以内に実現可能なプランでなければ基本計画に盛

り込めない等、これまでの基本計画と異なり、実現可能性の高い計画を積極的

に支援していこうとするものである。 

 

・タウン・マネジメント体制の構築 

このような計画を実際に実施するために、今回は「機能する TMO(Town 

Management Organization)」の設置にも力点をおいている。民間によるまちづ

くりの司令塔として、まちづくり全体に関わる活動を総合的に実施することを

可能とするタウン・マネジメント体制を構築するものである。具体的には、基

本計画に記載された事業を協議する「中心市街地活性化協議会」を中心市街地

ごとに新たに設置する。協議会は、商工会議所・商工会・まちづくり会社等と

4



中心市街地整備推進機構等が共同で組織し、市町村や地権者など多様な担い手

の参画を得て様々な民間事業活動をとりまとめ、地域のまちづくりを総合的に

コーディネートする。この取組みによって TMO を、中心市街地に関わる様々な

人々が参画できる総合マネジメント組織として機能させることを目指している。 

 

・大規模商業施設の立地規制 

また、都市計画法・建築基準法の改正法では、これまで無制限に 3000m2以上

の大規模商業施設の立地が可能となっていた第 2種住居地域、準住居地域、工

業地域といった商業系以外の地域について制限を加えるなど、法全体として郊

外にいくほど規制が厳しくなる体系への移行が図られた。大規模商業施設の立

地調整の面では機能していなかった立地調整の仕組みを適正化した内容となっ

ている。 

 

【【【【日本日本日本日本でのでのでのでの中心市街地活性化成功事例中心市街地活性化成功事例中心市街地活性化成功事例中心市街地活性化成功事例】】】】    

 今回の発表では、上記の「中心市街地活性化本部」から中心市街地活性化基

本計画の認定を受けた都市のまちづくりについて、それぞれの特色を挙げつつ

成功事例を紹介する。(ppt 参照) 

 

事例①滋賀県長浜市 ―地域資源を活かしたまちづくり 

事例②青森県青森市 ―コンパクトシティの実現に向けたまちづくり 

事例③富山県富山市 ―交通整備（LRT の導入）によるまちづくり 

 

①滋賀県長浜市 

  歴史・文化の保全をテーマに、地域に残る伝統的建築物のデザインを生か

した景観整備が行われ、美しい町並みが復活した。また空き家・空き店舗の積

極的な活用がなされ、商店街に新たな賑わいが戻ってくることとなる。これら

の取り組みにより、観光客が増加し、年間 200 万人もの人々が訪れる街となっ

た。公共主導のまちづくり(ハード面)と民間の事業活動(ソフト面)が、中央通

りでつながり、回遊性を持ったまちへと進化した例である。 

 

②青森県青森市 

  全国に先駆けてコンパクトシティの考えを取り入れた都市である。歩いて

暮らすことのできる質の高い生活空間「ウォーカブルタウン（遊歩街）」を目標

に、市内を機能別にエリア分けし、市街地整備事業を行った。「街なか居住」を

推進し、ハード面の再開発と市民のニーズに沿った中心部利用の促進を行った

結果、着実に中心市街地人口が回復し始めている。 
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③富山県富山市 

  平坦な地形であり、自動車への依存や持ち家志向が高い富山市では、「公共

交通を活性化させ、その沿線に居住、商業、業務、文化等の都市の諸機能を集

積させることにより、公共交通を軸とした拠点集中型のコンパクトなまちづく

り」を目標とした。そこで LRT(ライトレール交通)を導入し、市全体の公共交通

ネットワークを構築したことにより、今まで十分に活用されていなかった鉄道

線 の施設が有効活用されるようになった。これらにより、LRT の利用者は大幅

に増加し、市民の高い評価を得ている。 

 

【【【【まとめまとめまとめまとめ】】】】    

21 世紀に入り、すでに日本の人口は減少し始めている。ところが、まだ「人

口や専業を増やすこと＝地域の発展」というまちづくりを進めている自治体は

多い。縮小型のまちづくりというと人口や産業の減少、地域の衰退を推奨して

いるかのようなイメージになりかねないが、そうではない。計画的な市街地の

縮小を進めることができれば、従来と同じ生活を、同じ負担で送ることができ

るのである。さらに、空いた土地を使って自然環境を大規模に再生できれば、

都市環境の向上も見込める。 

都市計画は長期間にわたって取り組む政策であり、急な方向転換ができるも

のではない。人口や産業の減少など、国の未来を見据えて早い時期から計画し

ていかなければならない。 
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大学大学大学大学とととと協働協働協働協働したしたしたしたコミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ再生再生再生再生のののの実践実践実践実践についてについてについてについて    

－－－－奈良女子大学奈良女子大学奈良女子大学奈良女子大学のののの取組取組取組取組    
 

                                 
奈良女子大学 中山研究室 

                                    徐双双、朱琦、童穎、劉蓬 

 

 

 日本には、地域の商店街が数多く存在する一方で、近年ではそれらが経営不況

に陥り、減少の一途をたどっている。中心市街地における商店街の衰退は、ま

すます深刻な問題となっている。こうした問題に対する取組みとして、全国各

地の商店街では特色や独自性を持つ様々なイベントなどを通した再活性化事業

が行われている。奈良県も例外ではなく、商店街全体の活性化をはかる取組み

が行われている。奈良女子大学では、地域と関わる事業や奈良・観光に関する

事を授業科目として位置付け、開講しているほか、大学と地域が協働したコミ

ュニティ再生を目的に、様々な取り組みを積極的に行っている。  

 

ここでは、取組の一部を事例として紹介する。 

 

1、女子大周辺商店街マップ作り  

近鉄奈良駅と奈良女子大学を結ぶ通りに、東向北商店街、花芝商店街があ

る。昔は旧国鉄（ＪＲ）の駅が近くにあったため、今よりも人通りが多く、

近隣の高校や大学の学生があふれていたそうである。しかし現在は、駅の移

転や新駅建設等に伴い、かつての賑わいが薄れている。女子大生も学校への

通学路として、生活道路として花芝商店街や東向北商店街を通過することは

あるが、実際に買い物をしたり、商店の方々と接したりする機会は少ない。

そこで、少しでも大学周辺の商店に興味を持ち、立ち寄ってもらおうとマッ

プを作成した。 マップ作成に際しては、商店主の方々へのヒアリングを通

して商店街の歴史を知ることや、隠れた魅力を発掘することも目的とした。 

 

2、花芝商店街の地蔵盆  

地蔵菩薩は、私たちに最も身近な仏様である。昔から町々では、8 月 22

日、23 日の両日、町内の地蔵様近くに集まり、「地蔵盆」が催される。この

時ばかりは、子供達は夏休みの宿題を忘れて楽しむ。地蔵菩薩は、子供の無

事安全成長を守ってくださる子供の仏様でもあり、「地蔵盆」は子供の成長

を願う親の気持ちを含めている。 

しかし近年は、高齢化に伴いこのような行事を継続できない地域が増えて
7



いる。花芝商店街でもしばらくとぎれていたが、近年に再開された。これは、

本学と商店街との交流のなかで、商店街活性化の一事業として取り組んだも

のである。 

現在の地蔵盆は、子どもだけではなく、大人にも楽しむイベントである。

年々にぎやかになり、普段は人の少ない静かな商店街が活気づく。今年もゲ

ームや屋台がたくさん出て、多くの子供達が参加した。屋台は、商店主の方々

が協力して出店する。中山研究室の大学院生らも、ゲームを行ったり、中国

水餃子の屋台を出したり、スタッフとして関わっている。  

 

3、花芝商店街・東向き北商店街の中国語講座  

    商店街のコミュ二ティ事業の発展、奈良女子大学と地域住民のコミュニ

ケーション 

をとることを目的とし、中国語講座を開催している。商店主の方々が外国人

観光客と簡単な会話を出来るように、以下の取り組みを行っている。  

   ①奈良女子大学の留学生による簡単な接客会話の講座 

（参加者は主に商店主の方々で、10 人程度）  

②メニューの翻訳 

（これまで英語のメニューがあったが、今回中国語、韓国語に翻訳した）  

 

4、24 時間テレビ  

24 時間テレビとは、1978 年から毎年 8 月下旬の土曜日から日曜日にかけ

て生放送で実施されているチャリティー番組である。 全国 31 社の民間放送

局の共同主催として実施されている。（現在の番組参加局）  

「24 時間テレビ」チャリティー委員会とは、この全国 31 社の民間放送局

により、寄せられた募金の管理及び適切な行使を目的として、1978 年に非

営利の任意団体として組織された。  

奈良女子大学は、もちいどの商店街が活性化事業として、会場とスタッフ

を提供している読売テレビの「24 時間テレビ・奈良会場」を数年来、手伝

っている。地域活性化事業への参加、仕事体験等を目的とした授業科目「24

時間テレビ・スタッフ体験講座」の受験生たちは、今年も奈良会場のスタッ

フとして参加した。 

  

5、わらべうたフェスタ  

奈良町界隈で行われる恒例のお祭りである。「わらべうた」をテーマに移

動紙芝居のほか、お手玉や竹とんぼなどの手作り講習なども開催する。わら

べうたとは、子供の生活から生まれた唄で、古くから唄い継がれてきたもの
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である。このイベントは、わらべうたをそれぞれの時代の子供の様子や人々

の文化が表現されている貴重な無形文化遺産と位置づけ、広く継承すること

を目的としている。また、地域の方々との連携で開催することにより、さら

に幅広いにぎわいと地域の活性化や文化振興にも繋がるように企画されて

いる。  

奈良女子大学では、学生がイベントスタッフとして協力しているほか、特

に留学生が、地元の子供達に日本の伝統的と並んで、中国の遊びも楽しめる

異文化体験コーナーを設けている。中国の伝統的な遊びとして「中国結び」、

「飛行棋」などを教えている。 

6、あるくん奈良まちなかバル  

「バル」とはスペインの「BAR」のことで、バルには朝のコーヒーから、

晩のビールまで、飲み物はもちろん、さまざまな食べ物がそろっている。こ

こでは人々が集まり、コミュニケーションが始まり、文化へ発展する。この

ような食を通じたコミュニケーション、文化を日本でも発展させようと、日

本各地で「バル」の開催が取り組まれている。 

奈良でも、2010 年度より、奈良市中心市街地活性化のためのイベントと

して、各商店街や大学、市民団体、民間企業、行政による研究会が共同企画

し、奈良のまちなかに「バル」再現する試みを開始した。 

飲食関連６９店を紹介した「まちなかバルマップ」を作成し、ここで紹介

されているお店では、「ワンドリンク＋１品」のチケット（5 枚綴りで 3000

円）を使用することができる。客にとっては、普段なかなか入ることのでき

ないお店を知る機会にもなり、店主側も新たな客層を確保できる機会となる。

スペインの社交場でもある「バル」の雰囲気で楽しめる、食べ歩きのイベン

トを 10 月 16 日に開催した。 

奈良女子大学はこの取り組みに学生が企画運営スタッフとして参加し、ま

た利用客へのアンケート調査を実施し、今後の発展に繋げる役割を担ってい

る。 

 

7、生駒 100 円商店街 

  100 円商店街は、山形県新庄市の新庄南本町商店街で 2004 年 7 月に始ま

った商店街活性化事業である。事業の内容は、「商店街全体を１つの 100 円

ショップに見立て、商店街の各個店で 100 円コーナーを設けて販売する」と

いうものである。100 円商店街の真の目的は、ただ単に買いやすい 100 円の

商品を販売して売上を作ることではなく、100 円商品の販売をきっかけにし

てお客様とのコミュニケーションを図ることにより、お客様を店内に引き込

んで、通常商品も買ってもらうことで売上につなげようとしたものである。 
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生駒市は大阪のベッドタウンとして人口が急増した地域であるが、かつて

は門前町として栄えた古くからの商店街が軒を連ねていた。しかし、近年の

大型商業施設を含めた開発によって大きく変わった。駅北側にあった古い商

店街はなくなり、商店街は駅南側だけとなっている。商店街は疲弊していた。

そこで、活性化策として発案されたのが「100 円商店街」である。 

2010 年 1 月 23 日（土）、生駒駅前商店街連合会により「100 円市」が開催

されます。このイベントは、1 年に 4 回だけ実施される特別なイベントで、

対象商品に限りますが、お値段が 100 円とお安くユニークで楽しい品物があ

り、朝から多くのお客様が買い物をされます。生駒駅では、この「100 円市」

開催にあたり、生駒駅中央改札口コンコース前で、1枚 100 円の 4種類のポ

ストカードを発売します。 

今後は、新たな工夫・アイデアを加え、さらなる盛り上げを考えていると

のことである。 

 

まとめ 

   最後に、大学が地域に関わる意義をまとめておく。まず一点目は教育的意

義である。 

      教育は様々な方法で行われるが、このような地域活動に参加することで、

地域社会に直接、触れることができる。そこでは、教室では得ることができ

ない様々なことを実践的に学ぶことができ、教育機会の幅が広がる。 

      二点目は研究的意義である。都市計画や地域経済などの研究には実践的内

容が期待される。このような地域活動を通じて、卒業研究や修士論文、博士

論文のテーマを設定することができれば、実践的研究につながる。 

三点目は地域活性化への寄与である。商店街はあまり若者との接点がない。

そこに学生が関わることで、若者の意見を商店街に反映することができ、ま

た、若者が商店街活動に関与することで、商店街の活性化につながる。 

大学の役割は、教育、研究、社会貢献にまとめられるが、このような地域

貢献活動は大学の役割に合致しており、今後も積極的に進めるべきだと思わ

れる。 
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大學資源社區再造的實例探討大學資源社區再造的實例探討大學資源社區再造的實例探討大學資源社區再造的實例探討    

----以奈良女子大學為例以奈良女子大學為例以奈良女子大學為例以奈良女子大學為例 
 

 

奈良女子大学 中山研究室 

 徐双双、朱琦、童颖、刘蓬 

 

 

    在日本的各个地区存在着许多商店街，近几年由于商店街的经营状况不佳，很

多商店街已经渐渐呈现出衰退的迹象。随着问题的深刻化，人们渐渐意识到必须

在全国各地的商店街采取一系列的活动来改善目前的状况。比如，举行各种具有

地方特色的活动来再现区域商店街的活力等等。奈良县当然也不例外，也积极举

办各种能够激活商店街活力的活动。在大学与地方自治团体共同协力发展的商店

街活动中，奈良女子大学不仅仅把与地方相关事业和奈良观光事业作为现代 GP 来

开设课程，还积极投身到各种各样的实践活动中。 

 

关于一部分实际活动的介绍 

 

1、女子大学周边商店街的地图绘制 

     东向北商店街·花芝商店街是连结奈良近铁车站和奈良女子大学的街道。以

前，因为靠近国家铁路车站的缘故，花芝商店街和东向北商店街的周围每天都

是人来人往，特别是一到下午 3 点的时候，周边大学和高中的学生都会聚集在

这条街上。现在，由于车站的移建和新车站的开设以后，商店街开始变得冷清。

仅仅成为女子大学的学生们上下学的必经之路和附近居民的通道。实际上并没

有太多的人在这条商店街购物。因此，想借助绘制商店街的地图来再次引起人

们对商店街的兴趣，并充分利用。今年，通过征询商店街店主们的意见和建议，

进而了解到商店街的相关历史，奈良女子大学的学生们为了把商店街未曾被发

现的魅力发掘出来，所以绘制出了商店街的地图。 

 

2、花芝商店街的地藏盆节 

      地藏菩萨是我们日常生活中的菩萨。以前，在 8月 22 日，23 日两天，街道

的居民都会在设置有地藏菩萨的地方举办地藏盆节。此时，孩子们就会抛开一

切，尽情享受地藏盆节。因为地藏菩萨是保佑孩子们健康成长的菩萨。所以地

藏盆节饱含着父母对子女健康成长的愿望。 

      但是今年来，随着高龄人口的增加，在很多地方都看不到这个节日了。奈

良的花芝商店街也曾中断过这个活动，也是近年来才重新举办的。这也是本校
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在和商店街交流的过程中，激活商店街活力的一项实践活动。 

      现在的地藏盆节作为激活商店街的活力的一种活动，吸引了不少人。不仅

是孩子们，连大人们也乐在其中。今年的 7月 23 日在奈良花芝商店街举办了地

藏盆节。活动中，有很多吸引人的节目，也有很多面向小孩子的游戏和小摊。

借此机会，女子大学也推出了一系列活动来庆祝地藏盆节。中山研究室的学生

们推出了面向小孩的游园活动和制作中国水饺。 

 

 3、花芝商店街・東向北商店街的中文講座  

      举办中文讲座不仅是为了发展商店街自治团体的事业，也是为了女子大学

能够更好地与本地区居民的交流。更重要的是，使本地区居民能够与外国游客

进行简单的对话，让更多的外国游客了解奈良。 

     在此次活动中，首先，由女子大学的留学生教授简单的日常对话，参加人员

大多是商店街的店主。其次，制作了菜单的外文版菜单。（以前有英文版的菜单，

通过此次活动，制作了中文版的菜单和韩文版的菜单。） 

 

4、24 小时电视节目 

     24 小时电视节目是从 1978 年开始，在每年 8 月下旬的一个双休日，现场直

播的一个慈善事业的节目。由全国 31 个民间电视台共同举办。 

     24小时电视节目的慈善事业委员会是由31家民间电视台在1978年成立的非

营利的组织，其目的是对募集到的捐款的管理并合理运营。 

     为了激活饼饭殿商店街的活力，奈良女子大学致力于读卖电视局举办的“24

小时电视节目·奈良会场”。今年也不列外，由中山教授担任的课程“24 小时电

视节目·成员体验讲座 ”的学生们作为会场的成员也参加了这次活动。 

 

5、童谣节 

     “童谣节”是奈良街区每年例行的节日。“童谣节”以“童谣”为主题，除

了可移动的连环画剧以外，还开设了制作沙包，竹蜻蜓等讲习。通过传统游戏

达人的入门指导，孩子们亲手尝试着制作传统游戏。童谣在儿童游戏的过程中

得到了更为广泛的传播。能够体现各个时代儿童的生活和人文的童谣也被作为 

  无形文化遗产得以传承。 

     童谣源于儿童生活，还原于儿童生活，也终将在儿童生活中继续被传唱。 

     奈良女子大学的学生，特别是留学生，除了日本的传统游戏以外，还设置了

中国传统游戏专场，让当地儿童快乐地体验了不同的文化。今年的“童谣节”，

奈良女子大学的留学生教授了中国结的制作方法和飞行棋等游戏。 
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6、 步行者的奈良街“料理吧节” 

     所谓的“料理吧节”，就是从西班牙语中的[BAR]而得来的。在“料理吧节”

上，从早上的咖啡，到晚上的啤酒，上至饮料，下至料理，吃的东西应由具有，

包罗万象。人们集聚在举办“料理吧节”的地方，进行各种文化交流。通过饮

食来进行文化交流是日本各地举办“料理吧节”的最终目的。 

      从今年，为了激化奈良市中心市街地区的活力，各个商店、市民团体、民

间企业，行政机关等团体单位共同企划了研讨会，开始在奈良街道试行“料理

吧节”。 

      在制作成的“奈良街区‘料理吧节’地图”中，介绍了 69 家餐饮店，每店

各自推出“一杯饮料加一道菜”的定额料理。顾客凭借餐饮券（5 张共计 3000

日元）能够在畅饮美食的同时，了解到平时很少接触的餐饮店，而且店主也能

够吸引更多的新顾客。在西班牙社交场合才能享受到的氛围的“料理吧节”于

今年 10 月 16 日在奈良车站周边的商店街举办。 

      奈良女子大学的学生，在此次的实践中，不仅作为成员参加了企划和运营，

而且对顾客作了相关的问卷调查，对今后的发展起到了不可或缺的作用。 

 

7、 生驹百元店商店街 

      百元店商店街是山形县新庄市的新庄南本街道商店街在2004年 7月份作为

激活商店街活力的一个发展事业提出来的。这个发展事业的内容是，商店街整

体作为一间百元店，并在各个店铺里设置百元专柜，来促销商品。百元店的真

正目的不仅仅是贩卖物美价廉的百元商品来促进消费，还是想借贩卖百元商品

之机，和客人拉近距离，吸引客人来购买店里的其它商品。 

      生驹市作为大阪附属的小型都市近年来人口剧增，在未来的几年里，预计

将超过橿原市，成为奈良县的第二大城市。生驹作为聚集着许多寺院的街区，

商业繁荣，各色各样的商店汇集于此。在以前，生驹市没有与人口规模相对应

的大型店铺。近年来，随着大型商业设施的开发，生驹发生了翻天覆地的变化。

车站北侧的旧商店街消失了，现在仅剩下南侧的商店街。商店街渐渐呈现出衰

退的状态。因此，百元店作为激活商店街的活力的方案被提出来。 

      今年的 1月 23 日，生驹车站前商店街联合会举办了“百元市”的活动。这

种活动，每年都会举办 4 次，每次商品都不一样，但价格都是仅为 100 日元的

小商品。活动当天一大早顾客就蜂拥而至，在生驹车站出口的大厅前，还有贩

卖 100 日元面值的 4个种类的明信片。 

      对于今后商店街发展的事业，还必须在多下功夫，多加创新的基础上，更

多的考虑到商店街的远景。 
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小结 

      最后，对大学和地域的交流意义进行小结。 

      第一，实践活动具有教育意义。教育方式具有多样式，在参加区域的活动

的过程中，可以直接深入到社会。通过这种教育方式学到了很多在课堂上学习

不到的东西。因此接受教育的范围也扩大了。 

      第二，实践活动具有研究意义。能够把城市规划和地区经济等的研究理论

活用到实际的生活当中。通过这样地区性的活动，如果可以先设定毕业论文和

研究生论文、博士论文的研究题目的话，也就可以把实践性的研究联系起来。 

      第三，对激活地区的活力起到贡献作用。商店街的负责人基本上没有年轻

人。通过本校的学生，能够把年轻人的意见反映到商店街。另为，年轻人也能

够参与到商店街的活动中，促进商店街的活力。 

      大学的作用基本上可以归结为教育、研究、社会的贡献等以上三点。这样

的地区贡献活动和大学的作用一致，在今后也能够起到积极的推动作用。 
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大學生如何進行互利共生之社區服務學習大學生如何進行互利共生之社區服務學習大學生如何進行互利共生之社區服務學習大學生如何進行互利共生之社區服務學習    

----以東海大學及協和圖書分館為例以東海大學及協和圖書分館為例以東海大學及協和圖書分館為例以東海大學及協和圖書分館為例 
 

                                                 

東海大學日文系碩士班 

                                         陳子元、范峻銘、徐韻婷、陳雨婷、陳珈均 

 

 

一一一一、、、、宗旨宗旨宗旨宗旨    

在全球化的現代社會下產生了許多社會問題，這些恐怕不是單一地區所特有

的，許多國家及地區都面臨了相同的困境。近年來，例如青少年的教育問題、環

保議題、少子化問題等，這些世界共有的課題，透過媒體的傳播，已成為了國際

間的熱門話題。正因如此，我們更需要加強地區間的交流與合作，思考以促進同

區域間共同利益為目標，尋求解決地區問題的方法。以這基礎為出發點，我們必

須整合地區資源，透過連結網絡讓不同的個人、群體交換資源及資訊，進而解決

地區的問題，甚至擴大到國與國的領域。身為東海大學日文系一員的我們，時常

思索著對於自己身處的團體及周邊地區能有怎樣的貢獻？如何成為團體間或是地

區間的溝通橋樑，進而解決問題，不只對於我們日常最密切的區域有所貢獻，對

於我們本身也有很大的啟發作用。 

在大學生如何進行互利共生之社區服務學習-以東海大學及協和圖書分館為

例專案中，我們期望能透過我們所擁有的資源環境─東海大學，連結周邊社區達

到整合地區資源及活化利用的功能。在專案中我們將藉由社區圖書館，達到加強

周邊區域的國小學童對於基礎知識的認知，進而引發對於追求知識的興趣，將強

化學校教育以外的教育功能，結合大學所提供的社會人文資源以及自然人文資

源，讓學童未來的學習方向更加廣闊，並將學習模式帶入生活中，更加豐富人生

的心靈層面。此外另一方面，希望地區圖書館能擺脫過去缺乏和社區使用者溝通

的營運形態，對於配合使用居民的需求進行改善，藉由舉辦各式活動達成圖書館

之妥善利用，並開發切合使用者需求的新形態圖書館功能，進化社區總體營造中

的公共圖書館之部分，提升社區整體文化教育風氣及文化素養。實際上增加社區

居民與圖書館間的良性互動，提升圖書館在社區中之使用率，同時圖書館能符合

社區中使用者之需求，達到更為良好的服務成效以及利用。透過此次專案，在實

踐中我們也能反思自己追求知識的途徑、以及檢討對於學問的態度，藉由連絡、

協調各個不同的團體及個人，培養組織能力，並結合周邊地區資源，建立社區的

永續發展性。 

 

二二二二、、、、整體計畫整體計畫整體計畫整體計畫    

1.1.1.1. 尋找適合的基層地區以及地區圖書館尋找適合的基層地區以及地區圖書館尋找適合的基層地區以及地區圖書館尋找適合的基層地區以及地區圖書館    
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在尋找適合的社區過程中，我們將目標鎖定在距離東海大學校區不遠的協和

里，除了考量距離東海校園近，在執行計畫上較容易外，地區還有協和國小及區

域圖書館，符合所設定的條件。 

2.2.2.2. 實地訪查實地訪查實地訪查實地訪查    

 經由實地訪查的方式，我們可以了解基層地區以及地區圖書館之營運概

況，針就其特點，規劃適合與其互動之模式。我們認知到僅了解地區圖書館的運

行狀況，沒有全盤性了解社區－社區圖書館－國小教育三者之間的流動關係，便

無法做周全的規劃。因此，我們從此著手進行，希望能夠從中理解其三者之間的

互動。 

協和圖書館介紹 

在協和里前任里長賴源

興先生的協助下，與當地居

民取得共識，藉由原里活動

中心地址，在民國八十九年

九月三十日，正式改建落成

為協和圖書館。之後台中市

文化局協助輔導，於民國九

十年五月十六日正式與台中市文化局及各區圖書館連線，為居民提供更完善便捷

之圖書資訊服務。在藏書量方面，統計至民國九十九六月三十日止為 12,677 冊（統

計至 99.6.30 為止）報紙種類共有 4種，館舍面積為 176.07 平方公尺。協和圖書

館於民國九十八年十二月二十二日為執行教育部「98 年公共圖書館動閱讀環境與

設備升級補助專案計畫」，著手進行改裝整修，於九十九年三月三十一日完工，以

全新的面貌再度開放。 

我們將此次專案目標對象訂為國小學童，欲將活化社區圖書館及鼓勵課外閱

讀之目的，希望從協和圖書館開始，逐漸拓展至全協和社區，為能與協和社區居

民保有良好互動的可能性。 

3.3.3.3. 與社區對話與社區對話與社區對話與社區對話    

透過與里長溝通此次專案的可行性，傳達至各鄰，整合合社區民眾需求並與

協和圖書館進行溝通，以社區民眾為主體，討論出相關活動規劃，進一步提昇社

區居民對圖書館的利用意願。此外，亦可從居民的意見中，了解現在小學學童對

於學業有何困難點，在生活中遭遇困難時，如何處理，其處理方式是否需要調整

等，藉此我們可從中了解活動應如何規劃並執行。 

而我們如何以互利的基礎建立合作關係？因為圖書館是不斷成長的有機體，

而成功的公共圖書館也應該是動態機構，與其他單位或個人合作，提供圖書館和
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資訊服務以滿足社區多樣化且多變化的需求。
1
而我們於此次專案擔任的角色應為

圖書館與社區之間的橋樑，從中溝通以及提供能夠使雙方互利、可利性高的活動。

公共圖書館要從過去地方上「社會教育機構」的格局，進一步擴展其「社區營造

機制」的作用。一個地方的公共圖書館，它的「公共性」，不僅在於它是「公家」

設立的機構，更重要的是在於大家對它的認同，並且產生公共的影響力。因此藉

由地方上居民共同的參與經營管理與利用，可以增進地方凝聚力與向心力，發展

圖書館成為民眾生活的交流中心，營造出一個可以閱讀地方環境、地方文化、地

方人事物及地方共同經驗的場所。
2
 

4.4.4.4. 活動規劃活動規劃活動規劃活動規劃－－－－結合博雅教育結合博雅教育結合博雅教育結合博雅教育    

 此次專案對象多數應為小學學童以及其家長，因此徵詢本校博雅書院執行

長－王崇名老師，此次專案之活動規劃將與東海大學博雅書院院生協力討論設計

適合專案目標及理念的活動內容。 

博雅教育介紹 

「博雅教育」是培育學生在知識上成為一個「自由人」而非「奴隸」。歐洲中

古世紀的「博雅教育」範疇包含：文法、修辭、邏輯、幾何、代數、音樂、天文

等科目，此乃通才教育之內涵。「博雅教育」是培育「通才」，他代表著一個「完

全的教育」或「全人的教育」模式，也就是說，相較於通識教育為廣博的「知識」

學習，博雅教育是一種品德與知識合一的生活學習教育。 

因此，此次專案將不侷限於知識的分享，將以各種互動方式進行，達到「全

人」的目標，並於此次專案實踐中，反思我們本身並與社區民眾及圖書館相互研

究討論後之實際方案，藉由實際施行增加社區居民與圖書館間更為直接的互動與

溝通，強化彼此間的相互連帶關係。 

5.5.5.5. 活動進行方式活動進行方式活動進行方式活動進行方式    

我們將透過輕鬆且不受壓力的活動方式，促使學童發現問題、提出問題、與

我們共同尋找解答。 

� 週邊國小校園宣傳活動 

 透過里長及學校老師協助宣傳，並附上針對此專案之宣傳單，使家長及學

童了解此次活動的意義何在。加強參與活動的意願。 

� 各科課外書籍書單之提供 

 將詢問各專業領域老師、先進之意見整合，以此專案主題取向為主，以全

                                                   

1 童敏惠＜從大學圖書館的利用教育活動看公共圖書館推廣活動的規劃＞，台北市立圖書館館訊

23 卷 4期，頁 24。 

2國立台中圖書館編(2004)《鄉鎮圖書館工作二十講》，國立台中圖書館，頁 133-136。 
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國兒童閱讀網之資訊及教育部提供之小學學童優良讀物書單為輔，循序漸進的方

式引導學童產生興趣。 

� 東海大學博雅書院院生投入輔導 

    博雅書院院生經過本校「全人」教育薰陶，無論是知識方面，品德教育亦是

受到良好的陶冶。由「全人」之人輔導成為「全人」，必定能夠在往後學習的路 

途上，擁有良好的學習態度及品性。 

� 各相關主題之活動設計（假日演講、賞析） 

 每週訂定一個主題，針對主題安排適切的演講，著重於啟發學童對於「知」

的求知慾；針對品德陶冶主題，安排電影賞析，從電影中的小故事反應至自己本

身生活中。 

� 親子教育（家長參與學童之學習與輔導） 

現今的家長工作繁忙，孩子的教育已無餘力可輔導，因此，亦可透過此次活

動，與孩子一起互動，一起培養孩子主動學習、喜歡學習。 

6.6.6.6. 台日交流台日交流台日交流台日交流    

找尋可作為參考仿效之日本社區與圖書館互動的實例，再應用於台灣社區

上，研討其相關差異性及實際可行性；同時與日方進行交流，探討各自面臨之問

題與分享彼此的經驗及心得。 

 

三三三三、、、、目前進度目前進度目前進度目前進度    

� 博雅合作博雅合作博雅合作博雅合作    

  關於本專案目前的進度，我們已經開會討論過每位成員的想法，並且與通識

中心主任王崇名老師討論與博雅書院學生合作的可能性。博雅書院的生活教育當

中鼓勵學生身體力行「服務學習」，這與本專案的宗旨不謀而合，學生們可藉由社

區服務來體現服務精神，未來或許會與博雅書院有長期性的合作。讓這專案並非

只是一時的念頭，而是有永續經營概念。 

� 圖書館訪查圖書館訪查圖書館訪查圖書館訪查    

今年 10 月 28 號下午我們實地查訪了協和圖書館，了解了圖書館的營運狀況，

藏書情形及場地提供狀況。協和圖書館的藏書不多，但是西屯總館表示，若有需

要的書籍他們會盡力提供。協和圖書館設有一個閱覽室(K 書中心)，未來可供作為

活動場地，活動的形式將以小型讀書會或是小型電影放映會等來進行。 

� 國小訪查國小訪查國小訪查國小訪查    

    為了要了解現今小學生的學習情況及是在什麼樣的環境下學習。我們在這兩

個月內拜訪了東海大學附屬小學(以下:東大附小)以及國安國小，並參觀他們上課
18



的情形。在此說明一下兩個國小的情況。    

1.1.1.1. 東大附小東大附小東大附小東大附小    

    我們拜訪了東大附小的三年級學生，並且參與了他們一個下午的課程。東大

附小學生的特質活潑，外向，且很有主見集自己的想法，對於老師的提問也都很

踴躍的回答，也很勇於表達自己的看法。在課堂的休息時間我們注意到有小朋友

在看課外書，經詢問之後得知他們會到學校的圖書館借閱課外書籍，這表示學校

提供了充分的資源，而他們也充分利用學校的資源。 

2.2.2.2. 國安國小國安國小國安國小國安國小    

    國安國小的部分，學生上課比較安靜，比較會遵守舉手發言的規則。學校圖

書資源方面，學校有個圖書巡迴的活動，叫做「國安國小 小博士閱讀計畫」（圖

一）由學校買進書籍讓大家輪流閱讀，在閱讀後上網回答問題可以得到獎勵，以

此方式鼓勵學生閱讀。而另外更有品格課。所謂的品格課，是藉由唱詩歌，以及

繪本教學，還有帶遊戲的方式帶領學童了解同理心，學習不冷漠、不旁觀，比起

書本條列式的教學，讓學生能將善意的想法實踐在生活中。將良善的種子先散播

在心中。 

圖一 

 

 

四四四四、、、、今後展望與活動計畫今後展望與活動計畫今後展望與活動計畫今後展望與活動計畫    

    承接活動整體計畫與目前施行的進度，在東大附小及國安國小進行考察與體

驗後，針對目前小學生的現況與需求，特別是一些家長忙於事業而無暇兼顧小孩

教育的家庭，透過非短期而是持續長期活動，不只是給予閱讀的契機，也給予一

個培養閱讀的習慣與環境。 

    針對協和圖書館與協和國小，首要還是必須先了解協和國小目前的狀況，特

別是在看過東大附小與國安國小的例子之後，發現每個學校的風氣均有顯著差

異，了解一所學校的整體閱讀風氣與學生的習性也是對將來策劃相關活動時極重

要的參考依據之一。因此，前往協和國小進行考察與體驗變成了接下來的計畫中

首要的關鍵點，決定該偏重哪方面類型的活動，該在哪方面給予刺激、該在哪方
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面給予平衡。除此之外，從學校這樣的管道也比較能了解發現哪些是父母因忙碌

而無暇兼顧教育的族群，進而針對之提供機會多去接觸電視、網路以外的資源，

透過更多方面地接觸各種不同的人事物，開發出每個人更多的可能性。 

    在了解協和國小狀況的同時，對於未來活動的策劃方面也是同步進行的。為

了使學童養成發現問題與解決問題的能力、了解獲取知識的樂趣、建立觀察與傾

聽的能力、及培養愛心與同理心，進行各項學科與各領域的研究討論，進而與大

學教授商討施行活動內容的細節與可行性等是此階段的核心進程。在經過國小的

課堂體驗與其後數次的開會討論後，雖然目前仍在持續修改與深化中，但活動的

主軸已逐漸定調，現階段以以下四個部分為未來舉辦活動的類型做為區分： 

1.1.1.1. 小小讀書會小小讀書會小小讀書會小小讀書會    

每期制定不同的主題（社會人文及自然人文領域），以淺顯易懂的方式，讓學

童們理解主題的意義及概要，進而以引導的方式，讓學童們想像、思考所感興趣

的相關領域資訊，進而尋找自己有興趣的相關書籍，以舉行小小讀書會的方式，

跟團體的其他成員分享自己的發想以及自己已閱讀的書籍內容，席間交換彼此的

意見及傾聽別人的想法，透過這個活動，除了能培養國小學童閱讀習慣外，還能

將遇到問題時的尋求解決問題模式、學習模式帶進生活中，透過與他人討論能學

習尊重不同的意見及聲音。 

2.2.2.2. 小小電影院小小電影院小小電影院小小電影院    

透過觀賞句啟發性的電影，如「放牛班的春天」、「搖滾教室」．．．等等。電

影中主角與國小學生年齡相仿，小朋友可以透過電影更加了解自己的興趣，也可

以透過劇情學習如何面對問題、解決問題。在電影觀賞完畢之後，可以分組討論，

對於角色或是劇情內容的感想，然後上台與大家發表個組所討論的結論。並且請

東海大學藝術相關科目的老師一同座談分享．此活動家長若有空也可以一起參

加，藉由分享的過程增進親子關係。 

3.3.3.3. 知道的樂趣知道的樂趣知道的樂趣知道的樂趣    

當知識在自己的生活中，亦或是人生中沒有派上用場時，那麼是為了什麼要

去獲得知識呢?學習一樣東西，最有趣的時候莫過於將學習過的知識運用在自己的

生活、人生中。愈是去用，就能夠愈是了解這樣「知」的樂趣。在此，將設計一

系列結合目前小學生的生活中、或是和他們興趣相結合的知識課程。希望他們能

藉由了解「知道」和「不知其所以然」之中的差別，來讓小學生了解「知」的樂

趣和力量。進而讓小學生去學習如何讓自己「知」。 

從國小社會科學教育一窺台灣歷史、社會、公民教育的教學情況，我們可以

得知，即便是追求一綱多本的國小教育，亦有不足以道盡之處；反觀現在已從大

學教育邁入研究所階段，身為人文社會科學領域研究之一份子的我們開始發現所

謂的「歷史」是否等同於正確的「史實」，我們於學齡時期所學習到的歷史是否為
20



被某一方強制性地創造出某一面向的歷史？以此前提之下，我們認知到正確歷史

的認識係為找尋自我的一種方式，唯有理解自己的歷史，才能從「我」出發，擴

展至「我」以外的事物。 

4.4.4.4. 繪本動手做繪本動手做繪本動手做繪本動手做    

    以從頭到尾自己動手製作一本繪本為活動主軸，透過製作繪本的過程學習如

何做整體規劃與妥協；以週遭人事物為繪本的內容主題，藉此提升對身邊事物的

關懷與同理心；運用多種元素創作，從中學習寫作、多種類型的繪畫法、攝影等

各種不同的技巧；藉由接觸建築風格與各種繪畫風格學習並運用美學知識等。自

由化的繪本格式達到適性發展的目的。 

    在繪本製作完畢後舉辦成果發表會，請參與的學童自己製作邀請卡邀請身邊

的親朋好友參加，發表會上以口述說明等方式(或可搭配多媒體)發表自己的作品

為主，並在發表後和與會者們互動、分享感想與製作心得等，希望藉此讓整個活

動更具啟發性。 

五五五五、、、、結語結語結語結語    

    在一系列活動正式實施前，為了能讓活動給更多人知道與了解，宣傳與發表

活動是不可缺乏的。目前預計可行的宣傳方式其一為以宣傳單的方式，在國小校

內進行告知與宣導；其二是在社區內進行發表說明會，並預計在協和圖書館周邊

場地(如協和圖書館附設 K 書中心)舉行，以面對面的方式更直接地將活動理念傳

達出去，如有疑問也能立即回應。同時也希望協和圖書館給予支援，譬如海報的

張貼與宣傳品的放置等。 

    關於活動實際運行方面，除了配合活動主旨參與的東海大學教育資源及教授

講師外，為了與長期固定的活動結合，預計以東海大學的博雅書院學生為主要活

動工作人員，工作的細節會配合活動架構完成後再另行決定。這也會是我們未來

努力的方向。 
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探討多元文化共存之現狀及可能性探討多元文化共存之現狀及可能性探討多元文化共存之現狀及可能性探討多元文化共存之現狀及可能性    

----以外籍人士聚集之以外籍人士聚集之以外籍人士聚集之以外籍人士聚集之「「「「市街市街市街市街」」」」為中心為中心為中心為中心 
（（（（外籍集聚地外籍集聚地外籍集聚地外籍集聚地というというというという「「「「街街街街」「」「」「」「異異異異なるなるなるなる」」」」人人人人びとびとびとびと・・・・文化文化文化文化のののの共存共存共存共存のののの現状現状現状現状とととと可能性可能性可能性可能性））））    

                   

                                                                           

東海大學日本語文學系助理教授                                                                              

松永稔也 

 

 

1111 台湾台湾台湾台湾におけるにおけるにおけるにおける外国籍住民外国籍住民外国籍住民外国籍住民とととと街街街街づくりづくりづくりづくり    

 本発表では，台湾における市街地研究や街づくり計画に関して，その議論・

計画の枠組みに外国籍住民の存在をいかに取り入れていくことができるか，台

湾各地に見られる外国籍住民の多く活動する地域（外国籍住民集聚地）の具体

例を示しながら，外国籍住民とともに進める街づくりの可能性について考察す

る3． 

 本発表では，外国籍住民が休日に集まる場所，集聚地4において外国籍住民を

主な顧客としている商店や施設のさまざまな様態や，集聚地が作り出す景観を

分析する．また，発表の後半では，外国籍集聚地において主に「消費者」とし

て振る舞うことが多い（期待されている・求められている）外国籍住民が，街

の発展や変化，「街づくり」に関わっていく可能性についても考察を試みたい．

そこでは本発表で取り上げるさまざまな集聚地のうち，特に台中第一廣場に焦

点を当てて考えていく． 

2222 台湾台湾台湾台湾のののの外国籍住民外国籍住民外国籍住民外国籍住民    

2.12.12.12.1 本発表本発表本発表本発表におけるにおけるにおけるにおける外国籍住民外国籍住民外国籍住民外国籍住民    

 本発表では，集聚地において経営者，従業員，職員，顧客等として関わる主

な外国籍住民としてタイ，ベトナム，インドネシア，フィリピン5に出自を持ち

台湾籍の男性／女性と婚姻関係にあり長期滞在，永住が予定される「外籍配偶」

と呼ばれる人たちおよび「外籍勞工」として台湾に居住する人びとを主にとり

あげている6． 

                                                   

3 台湾の主流に所属する人びとが外国籍住民のこともできるだけ配慮する，という関係ではなく，

共に街のことを考えていく，そのような捉え方が求められる． 

4 外国籍住民の集まる街については「外勞街」という表現もあるようである（王，2006：151）．

本発表では外国籍住民集聚地，外籍集聚地，集聚地と表記する． 

5 以下，これら 4カ国については，それぞれ泰，越，印，菲の略記も用いる． 

6 その他にも，外国籍住民として，教員，工業技術者，宗教者など，就業が継続する限り本人の

希望により長期滞在も可能な専門職従事者．台湾の学術機関で学ぶ学生．いわゆる「不法滞在

外国人」．また広義には旅行等で滞在する者を加えることも可能であろう． 
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「外籍配偶」 

 台湾では，1980 年代より台湾出身者と「外籍配偶」（外国籍の配偶者）とのあ

いだの婚姻，特に台湾人男性と外国人女性とのあいだの婚姻が増加している．

1980 年代初期にタイ，フィリピン出身の女性が農村部で見られるようになり，

1990 年代にはインドネシア出身の女性が最も多く見られ，1990 年代後半にはベ

トナム人女性と台湾人男性の婚姻が増えてきているという（夏，2002：2）．內

政部入出國及移民署と內政部戶政司による「各縣市外籍配偶人數按性別及原屬

國籍分」統計によると，2010 年 2 月の時点で 4 カ国合計 124,318 人の外籍配偶

者が居住している7． 

「外籍勞工」 

 1960 年代以降，「発展途上国」の工業化の進展，自由競争を基礎とした経済的

自由主義化，新しい多国籍企業・資本家の影響力の増大，資本および生産物の

国際的移動，セイフティネットとしての国家・政府の役割の縮小などといった

世界的な趨勢が相互に作用しながら，経済的グローバリゼーションと呼ばれる

現象が形成されている8． 

 台湾では，1980 年代以降に国内の産業構造のサービス産業化が進み，一方で

積極的に進められた十四項目主要建設計画等の公共投資により労働力の不足が

顕在化する．1991 年のタイ出身労働者の導入に始まり（佐野，2004：9），台湾

国内の単純労働市場における労働力不足を補うために結ばれた二国間協定によ

って，「外籍勞工」と呼ばれる外国籍労働者が期限付きながら生活者として台湾

に滞在するようになっている．彼／彼女らは連続滞在年限 3 年，単身滞在，就

業業種の限定，公私さまざまな形で規制など，多くの制限を課せられ 3K 労働，

単純労働，台湾の労働基準法である「就業服務法」の就業時間制限の適用すら

されない介護労働，家事労働に従事している．行政院勞工委員會統計處の 2008 

年 4 月 16 日発行の「勞動統計櫥窗」によると，2007 年 6 月の平均給与は 21,634

元である． 

 2010 年 10 月の時点で， 376,008 人の外籍勞工が台湾各地に暮らしている9． 

                                                                                                                                                     

 また台湾への移住者を歴史的に考えれば，大陸から台湾への移民と原住民の関係，日本植民

地時代の日本人と台湾の人びとの関係，太平洋戦争以降のアメリカ軍と台湾の人びとの関係，

あるいは移住目的によっても商業・宗教活動・教育など，さまざまな形態があり，一括りにす

ることはできない．筆者自身も労働移民といえるが，今回とりあげられる「集聚地」のなかで

は「部外者」であるといえる．  

7 婚姻移民に関しては，中華人民共和国出身の配偶者（大陸配偶）が 2010 年の統計で全外国出

身の配偶者数の 66.56％を占めており，これらの人びとの動向についても注目していく必要があ

るが，本発表では触れることができていない． 

 また外籍配偶者数の統計には，カンボジア，日本，韓国および「其他國家」の項目もある．日

本出身者，韓国出身者の街の形成への関与についても，別の観点から論じられるべきものとし

て今後の課題としたい． 

8 全世界的な規模で，ただし局所的に，不均衡に，現象化している． 

9 本発表で取り上げた外国籍集聚地の地域別の人口・外国籍住民統計については別表を参照． 
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2.22.22.22.2 外国籍住民外国籍住民外国籍住民外国籍住民へむけられるへむけられるへむけられるへむけられる「「「「まなざしまなざしまなざしまなざし」」」」    

 「外籍勞工」は，法定の最低賃金で就労が可能な存在として台湾に期限付き

で滞在している．彼／彼女らは，管理されプライバシーの確保すら難しい環境

で就労している10．また，社会福祉外籍勞工（看護，介護，家事業務等を行う労

働者）のなかには，住み込みの就労形態のため雇用者から就業服務法に規定さ

れた就労時間制限を無視した「使役」が行われているケースも見られる．台湾

の主流社会からは「台湾人労働者（本勞）の就労状況を圧迫する存在」，「雇

用先からの逃亡の可能性」，「（潜在的）犯罪者」といった視点から語られる

ことも多い．  

 「外籍配偶」たちも，台湾人同士の「通常の婚姻11」と比べられ「她們本來很

多人就是假結婚來臺灣撈錢的」，「賣淫」「人蛇集團」等といった偏見（侯真

衣，2009：45-46）や，ことさら経済的困窮を強調した言説に晒されている．そ

の子弟たちも台湾主流社会のなかの「特別な」存在として偏見の対象となるケ

ースが見られる． 

 彼／彼女らは有徴的（marked）な存在として不当に評価される，あるいは「同

情」や特別なケアの対象となっている． 

3333 異文化異文化異文化異文化のののの認識認識認識認識からからからから異文化異文化異文化異文化のののの理解理解理解理解へへへへ    そしてそしてそしてそして多文化共生多文化共生多文化共生多文化共生へへへへ？？？？        

 「異文化」の出現・異文化の存在の認知はどのような過程が考えられるであ

ろうか．とりあえず「文化を数えられるもの a culture」として捉えることから

はじめてみたい． 

 文化の定義の難しさは多く認められるところであるが，人間の集団性から考

えるならば，人びとの集合のなかから生まれた共通性にもとづいた表現・行動・

作法のうち積み重ねられ認知されるようになった様式と形態，とでも言えるだ

ろうか．こうした文化が「複数併存する」という認識を得るためには「我々と

異なる文化」の発見が条件となる．ただし，「我々の文化」と「異なる文化」は

どちらかが先だって存在するというよりも，同時的，相互的に「発見」「認識」

されるものであるといえる．異なるものの存在によってようやく「我々」の理

解が顕現するということも多い． 

 しかし，こうした文化の併存は，単なる併存にとどまるとは限らず，多くの

場合そこに差異だけでなく，優劣で違いを計ろうとする力「差別化」が関わっ

てくる．ここでは「主流・中心—傍流・周辺」の地位をめぐって覇権が争われる

                                                   

10 工場内の女子寮に監視カメラが設置されているような例もある．一方，狭いながらも個室完

備の例もある． 

11 自然な出会い，お互いの情愛の高まりの結果としての婚姻． 

しかし，こうした男女の間柄にまつわる言説を政治的に捉え romantic love ideology として批

判とする立場もある． 
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わけであるが12，この戦いに勝利し「優れた」地位を獲得した文化とその継承者

たちは主流となり，同時に「傍流」「劣位」も生まれる．こうした主流・傍流の

構図は実社会の中でさまざまに表出する． 

 しかし，私たちには，差異を優劣に置き換える思考に対してつねに反省を繰

り返してきたという歴史もある．人種差別，性差別等々の差別化からの決別，

一つ一つの反省がそれぞれ「異文化理解」という営みであるといえるだろう．

こうしたさまざまな異文化理解の積み重ねはやがてさまざまな異なる文化がと

もに存在する社会状況，「多文化共生」社会を導き出すのであろうか． 

 

「私・我々」の文化の認識⇔異文化の認識→他文化の差別化→反省的契機→異

文化受容（存在の許容）共存→異文化理解→（反省→他の文化の受容の繰り返

し）→→→→→→多文化共生？  

 

 「多文化共生」に関する言説には，一種の「うさんくささ」がつきまとって

いる．そこにひそむむやみやたらな「博愛性」や「絵空事的な潔白さ」に違和

感を感じるからかもしれない．あるいは実社会において「多文化共生」社会へ

の取り組みをアピールしたい側が，さまざまな文化のあいだに見られる不平等

や差別化という現実を直視せずに「ことばだけを利用」し「お題目」的に唱え

るケース，地域的な実践が行われる一方で国家レベルでの根本的な議論が成さ

れない状況などを感じるからであろう． 

 多文化共生には「私」「あなた」「彼／彼女ら」といったものが水平に位置し

ながら相互認識を行いつつ住まうという「理想」が込められている．我々の日

常的な「異なるもの」「新しいものごと」への接し方を考えた場合，このような

水平的・平等の他者理解は理想的ではあるが非常に難しいものでもある．「究極

的な」ゴールとしての多文化共生を諦めることなく，まずは，異なる文化への

認識，差別的眼差しへの反省，といった段階から少しずつはじめていくしかな

い． 

 以下に紹介する外国籍住民の集聚地についても，「多文化共生」の契機となる

貴重な場所であるという認識は心に留めつつ，まずは，「異なるもの」を認識し

ていくところからはじめざるを得ないのかもしれない． 

4444 集聚地集聚地集聚地集聚地：：：：外国籍外国籍外国籍外国籍のののの人人人人びとのびとのびとのびとの集集集集まるまるまるまる街街街街    景観景観景観景観・・・・街並街並街並街並みみみみ    

 本発表では集聚地として，台湾北部の主要 4都市から 5カ所（1）台北市中山

北路（（1-1）中山北路，（1-2）台北市中山北路金萬萬名店城 2F）（2）台北駅前

                                                   

12 常に異なる者同士が全て争いに加わる，とは限らない．一方的なヘゲモニー獲得の末に他者

を劣位に追いやるというケースもあるだろう． 
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の北平西路（3）桃園駅周辺（（3-1）桃園駅中正路付近（3-2）桃園駅後站延平

路一帯）（4）中壢駅周辺（（4-1）中壢駅中平路一帯（4−2）中壢駅元化路（4-3）

中壢教会周辺（4-4）中壢駅後站）（5）新竹駅周辺，また筆者の生活する台中縣

市より 2 カ所（6）台中駅第一廣場（7）潭子輸出加工區周辺，また台湾中部彰

化縣の 3カ所（8）彰化市駅周辺（9）彰化縣褔興工業區，彰化縣湾岸部の（10）

彰濵路を取り上げる13．  

 

 まず，各地域の人口構成を簡単に紹介し，つづいて各地域の集聚地の紹介を

行い，集聚地の景観形成・街の形成の特徴を示す． 

4.14.14.14.1 調査調査調査調査のののの対象地対象地対象地対象地のののの人口統計人口統計人口統計人口統計    

本稿最終ページの表を参照 

4.24.24.24.2 営業店舗営業店舗営業店舗営業店舗・・・・施設施設施設施設のののの種類種類種類種類    

 王・沈・林（2009）では，1.風味餐廳，2.雑貨店，3.為替銀行，4.通信業，

5.ダンス・ディスコ・パブの 5種に類別化されている（王・沈・林，2009：22）．

今回の調査では，これら 5 種の業務の他，6.運送業，7.理髪店も見られた．ま

た，ごく少数ではあるが， 8.人材派遣業や 9.質屋も見られた14ほか，10.多言語

表記を用いた宿泊施設もいくつか見られた．また主にフィリピンが中心となる

が，キリスト教教会関係施設や 11.移住労働者支援 NGO/NPO の事務所が見られた

ことも付け加えておく． 

 餐廳については出身地域ごとに明確な区分が見られる15．一方，理髪店，雑貨

店，ディスコに関しては単一の出身国籍を明示しているものも見られるが，看

板の言語表記や国旗の表示を複数にすることで，多国籍の来場・来店を想定し

ているものも目立った．ここでは，集聚地の各店舗，施設に明示されることの

多い境界策定的な機能から一歩進み，やや大げさな表現ではあるが各国間の「協

働」「共存」が意図されているという読み方も可能であろう． 

 基本的には，工業區周辺の集聚地の場合，それぞれの地域における「外国籍

住民」の雇用方法の違いによって，単一の出身者による街，あるいは複数の出

                                                   

13 なお本研究は現在までのところ，訪問・観察を行うにとどまっている．店主，訪問客，周辺

住民等への聞き取り調査などもおこない，各地域の集聚地形成の詳細について今後の検討する

必要がある． 

14 外国籍住民のうち，外籍勞工は台湾で労働対価を「得る側」であるが，そのようななか自身

の所有物を金銭に換える「質業」の存在は，外国籍住民の経済活動をより深く理解する上でも

興味深い施設であるといえる．より詳しい調査を今後行いたい． 

15 「東南アジア各種料理」というような店は一般的ではない．なお，各国の言語表記のみを用

いる餐廳も多く見られる一方で，「台湾人向け」の漢字表記も併記されている店舗も見られる．

こうした他言語表記は，台湾人との接点を否定しない店側の姿勢がうかがえる．このような店

舗の在り方は，後述する「共存」「共生」との 
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身国による街が形成されるかは分かれると言える．一方，各地域に見られる中

心都市の駅周辺は，やはりその周辺地域の外国籍住民雇用の形態によって若干

の違いが見られるものの，複数の出身者たちが集まる街が形成されている． 

4.34.34.34.3 外籍集聚地外籍集聚地外籍集聚地外籍集聚地のののの紹介紹介紹介紹介    

4.3.14.3.14.3.14.3.1 台北中山北路台北中山北路台北中山北路台北中山北路フィリピンフィリピンフィリピンフィリピン人集聚地人集聚地人集聚地人集聚地    

 台北市の中心地を南北に貫く大きな道路である中山北路三段．北に民族西路

南に民權西路に挟まれた範囲に主にフィリピン人向けの雑貨店，送金仲介業者，

運送業者，が点在している．この地域に「フィリピン人街」が形成された背景

にはフィリピン人向けのタガログ語・英語ミサが行われる教会（St. 

Christopher’s Church ）の存在がある16．キリスト教教会が拠点となり其の周

辺にあるいは徒歩圏内に集聚地が形成されることは，フィリピンの集聚地の一

つの特徴であるといえる．また，これに関連して，キリスト教教会に併設され

た「移住労働者支援 NGO/NPO」に関する施設が見られることも，フィリピン集聚

地の特徴の一つである． 

 （1-2）中山北路の集聚地のなかでも，大きな特徴といえるのが，金萬萬名店

城 2F部分のフィリピン街であろう．築 30年以上であるこの建物の 2階部分は，

店舗リスト上 27 店舗があり（実際にはリストに載っていない店舗もあり店舗数

はもっと多い），料理店，雑貨店，理髪店，通信業，運送業，などが見られる．

筆者の見る限り，一店舗を除いて全てフィリピン人向けの施設となっている．

通路は一般の複合型店舗に比較して狭くなっており，フィリピン諸語が飛び交

うことともあいまって，来訪者の「密着感」「フィリピンにいるような気分」を

産み出している．複合型商業施設としては，多様性を強調することよりもむし

ろ「フィリピン」という統一的なブランド性を出すことで，施設としてアピー

ルをしていると言えるだろう．  

4.3.24.3.24.3.24.3.2 台北駅前台北駅前台北駅前台北駅前のののの北平西路北平西路北平西路北平西路インドネシアインドネシアインドネシアインドネシア街街街街    

 台北駅西側一帯にインドネシアの人びとが集う街が形成されている．単線形

ではなく扇形に展開された街となっている． 台北駅より徒歩 1分ほどという好

立地にもかかわらず，周辺道路に比べて1〜2メートルほど低地に位置しており，

水はけ等の問題が予想される．そのようなことから地価の低廉さがあり，結果

としてインドネシアの人びと向けの街が形成されているのではないだろうか． 

 餐廳が最も多く雑貨店もいくつか見られる．理髪店，ディスコといった施設

                                                   

16 「其實多福天主堂附近的聚集，十幾年前便已逐漸形成。多福教堂因美軍駐台時的美國教徒而

成立，美軍離台後，成為英語系外國天主教徒的宗教聚會場所，一九八○年代開始有來自世界各

地的非法工作者在此尋求協助，因為它以英語服務的特色，台灣人很少，在菲勞引進後，很快地

就成為菲勞的宗教中心，現在每逢週日，可以容納六百多人的教堂，要有五個場次的彌撒才符合

需求。（林奇伯，1999：106）」 
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は見られなかった．筆者の訪問日，街の店主と警察官の間で諍いが生じている

ところに出くわした．路地での営業の形態が法的に問題あるということのよう

であったが，こうした警察官による指導・指摘行為が，この街のもつ「他者性」

に強く影響を受けたものではないことを願いたい17．  

4.3.34.3.34.3.34.3.3 桃園桃園桃園桃園    

 桃園駅前周辺には，2つの集聚地が見られた．桃園駅前周辺の集聚地について

は王（2006）の分析がある．王によると，（3-2）桃園駅後站延平路一帯は 2000

年頃が集客的に最も大きかったという．王の 2006 年の研究から 4年が経つがこ

の傾向は続いていると言えよう．王では触れられていないが，（3-1）桃園駅中

正路付近の複合商業施設には複数の出身者を対象としたディスコ施設が 4 箇所

（泰・印・越・菲のもの．泰・印・越のもの）見られる．また中正路より一本

東側にある小さな通り沿いには，フィリピン向けの餐廳，雑貨店，送金業，運

送業者が 5軒集まる場所がある．なお（3-2）桃園駅後站延平路一帯側には，複

数の国家向けのスーパーが見られるものの，フィリピン向けの単独店舗は一軒

も見られない． 

 （3-2）桃園駅後站延平路一帯は，金萬萬名店城を除き，筆者の調査した範囲

では最も多くの店舗が集まっている集聚地であるといえる．駅より南北に延び

る延平路と東西に延びる大林路を中心に周辺 300 メートル四方に，泰・印・越

の店舗が集中している．筆者の調査の範囲では，インドネシア向けの店舗は他

の国の店舗からやや離れた場所に集まるケースが多く見られる（中壢，台中第

一廣場など）が，桃園駅後站延平路では他の店舗と軒を並べながら経営されて

いる． 

4.3.44.3.44.3.44.3.4 中中中中壢壢壢壢    

 中壢駅周辺には 4 箇所の集聚地が見られた．（4-1）中壢駅前から西北西方面

に走る中平路一帯のフィリピン向けの商店群，（4−2）駅の東側，鉄道線路をく

ぐる元化路の側道沿いには泰・越の餐廳，（4-3）中壢駅の東側，長江路沿いの

中壢教会を中心として元化路，中央東路に囲まれた一帯のフィリピン人向けの

餐廳，雑貨，コンピュータショップおよびベトナム料理店，（4-4）中壢駅後站

を東西に走る新興路沿い 350m ほどの間にインドネシア，ベトナム向け餐廳・雑

貨店および多言語表記のある宿泊施設が数カ所見られる． 

 中壢駅周辺は，桃園駅後站の延平路ほどの集中度は無いが，それでも地域の

大きな集聚拠点としての機能していることがうかがわれる．なお，（4-3）の中

壢教会には Hope Workers Center（希望職工中心）という NGO/NPO 組織が併設さ

                                                   

17 「ホスト社会」の官吏による管理意識が，多文化の共存の「真の」達成の大きな障害の一つ

であることは明白な事実であろう． 
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れている．ここでは，台湾人も路地を利用して衣料販売などを行っており，そ

こでは，英語の表記も見られる．フィリピン人を対象とした場合，英語を媒介

として台湾人との接点が見られるようである（後述の潭子も同様）． 

4.3.54.3.54.3.54.3.5 新竹新竹新竹新竹    

 （3）桃園（4）中壢といった地域中核都市と比べると，（5）新竹駅周辺には

大規模な集聚地が見られなかった．新竹駅前を東西に走る中華路沿いには EEC

はじめフィリピン向け商店が 4 店，インドネシア向けの商店が 3 店見られたほ

か，武昌街には質店，泰越向けの送金業なども見られた． 

 新竹市東部に広がる新竹科学工業園區には約4000人の外籍勞工が働いている

という18．今後さらに情報収集を行い再度調査する必要があるだろう．  

4.3.64.3.64.3.64.3.6 潭子潭子潭子潭子    

 （7）潭子輸出加工區周辺には，規模こそ小さいが（1）台北中山北路と同様

にフィリピン人向けに特化した街並みが見られる．潭子の鉄道線路に平行して

南北に走る中山路の加工區付近の一帯約 150m およびこれに平行して走る路地

100m ほどの間に，フィリピン人向けの雑貨店・餐廳・カラオケ・送金代理業・

運送業・理髪店・ディスコがある． 

 この地域は，完全にフィリピン向けに特化している．フィリピン人が経営に

関わっている商店の他，台湾人向けの店だったものがフィリピン人顧客に対応

するために多言語表記を行うようになったと見受けられる店舗もある．  

他のフィリピン集聚地と同様，この街にもキリスト教教会および NGO/NPO の事

務所がある． 

4.3.74.3.74.3.74.3.7 臺中第一廣場臺中第一廣場臺中第一廣場臺中第一廣場    

 台中第一廣場については別に節を設けて論じる．  

4.3.84.3.84.3.84.3.8 彰化駅周辺彰化駅周辺彰化駅周辺彰化駅周辺    

 彰化駅前には，駅西側にベトナム料理店，ベトナム語表記がある宿泊施設，

インドネシア雑貨店が各 1 店舗ずつ散在しているほか，駅東側にもインドネシ

ア食品店が 2 店，ベトナム料理店が 1 店見られた．他の調査地と比較して，店

舗数も外国籍住民の集まり方からも集聚地とは言い難い状況であった19．  

4.3.94.3.94.3.94.3.9 彰化縣福彰化縣福彰化縣福彰化縣福興工業區興工業區興工業區興工業區        

 （9）福興工業區は彰化縣福興郷にある工業區である20．南北に走る国道 19 号

                                                   

18 「科學工業園區管理局九十九年五月份重要業務措施辦理成果 99.6.1」参照． 

19 彰化在住の外籍勞工は，より発展した集聚地である台中へ集まっていることが予想される． 

20 2009年 5月〜2010年 5月の就業者数は6,889人（經濟部工業局工業區工業行政管理資訊系統）． 
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線彰水路沿い東側一帯に工業区があり，彰水路沿い西側 700m ほどのあいだに集

聚地が展開している．フィリピン人向けのインターネット・雑貨店が 1 店，ベ

トナム料理店が 1 店，タイ料理・雑貨店が 4 店ある．駅などの交通手段からも

離れており，また彰水路以外に主要な街を形成する場所も持たない郊外型の工

業区であるが，そうした地理条件ゆえに外国籍住民が彰水路沿いの店舗に集ま

り，結果的に集聚地としての景観が出現している． 

4.3.104.3.104.3.104.3.10 彰彰彰彰濵路濵路濵路濵路    

 （10）彰濵路は海岸部の工業地區へ繋がる産業道路で建物が散在する箇所が

約 2km ほど続く一帯である．閑散とした景観の中，泰・越のディスコやタイ料

理店，ベトナム料理店が突如出現する．本発表で用いる閉域性（後述）とは異

なるが，隔離された空間という意味ではここも「閉じた」場所であるとも言え

るだろう．  

4.44.44.44.4 集聚地集聚地集聚地集聚地のののの特特特特徴徴徴徴・・・・類型化類型化類型化類型化    

 ここでは今回紹介した集聚地を，①店舗・施設の展開による類型（①-1 外接

的（台湾社会との接続）−①-2 閉域的）および，②集聚地の店舗の出身国家の複

数性の有無（②-1 単一的−②-2 複数）の二つの変数から分類してみたい． 

 ①-1 の外接的な街なみについては，台湾社会との接点を有しているわけであ

るが，同時に外籍向けの店舗と台湾の店舗の並列によってその両者のあいだに

境界性が明示される，つまり境界策定的（畫界，boundary-making）な性格を有

するとも言えるだろう． 

 一方で，①-2 の閉域的な街なみについては，①-1 以上に他とは異なる領域（こ

こでは非台湾的な領域）を作り出す効果があり，その場所に親和性を感じる者

にとっては親密性が増すことになるが，「他者」にとってはその空間への参加の

難しさを感じさせる，排他的な印象も与えるであろう．反面，その空間へ一度

入ってしまえば，複合型店舗，商業複合ビルやショッピングモールといった大

型の建造物の内部に（閉鎖され）展開される空間であるため，代表される各国

家の持つ雰囲気・臨場感がいや増し，結果として台湾内に「非日常的な空間」

を演出する，という効果もある．なお，外接的な街については，主に道路沿い

に展開されるわけであるが，一本の道沿いに集聚地が見られる「線形集聚地」

と，複数の通りに広がり面的な展開が見られる「面的集聚地」に分けることも

可能であろう． 

 ②については，①に示された変数と比べ表出される特徴はつかみやすい．本

発表で取り上げているタイ，ベトナム，インドネシア，フィリピンの施設・店

舗においては，国旗を元にした店舗デザインが見られる他，それぞれの国家の
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「国語」に固有の文字表記が使われ，また各出身地の地名を明示する21などによ

って，「国家的性格（あるいは民族的性格）」が明示されるケースが多々見られ

る．②で用いられるのは，これらの「国家的特徴」が街の景観として単一的に

見られるのか，あるいは複数見られるかという観点である．  

 以上，①，②の変数の組み合わせることにより，下表のような類型化が可能

である．  

  

 外接的 閉域的 

単一 （1-1）台北市中山北路（菲） 

（2）台北駅前の北平西路（印） 

（3-1）桃園駅中正路付近（菲） 

（4-1）中壢駅中平路一帯（菲） 

（5）新竹駅周辺（印） 

（7）潭子輸出加工區周辺（菲） 

（1-2）台北市中山北路 金萬萬名店城 2F（菲） 

複数 （3-1）桃園駅中正路付近（泰・印・越・菲） 

（3-2）桃園駅後站延平路一帯（泰・印・越） 

（4−2）中壢駅元化路（泰・越） 

（4-3）中壢教会周辺（菲・越） 

（4-4）中壢駅後站（印・越） 

（9）彰化縣褔興工業區（泰・越） 

（6）台中駅前第一廣場（越・泰・菲） 

分散型 （8）彰化市駅周辺 （10）彰濵路22 

4.54.54.54.5 集聚地集聚地集聚地集聚地のののの持持持持つつつつ意味意味意味意味    

 外国籍住民にとって集聚地は，1.日常的な必要を満たすという役目，2.出身

地とのつながりを保つ，3.同国人同士の紐帯の結節点23（邱，2007）といった機

能が考えられる．主流社会からときに「汚名化」を受け，日常生活においても

管理下に置かれがちな立場の「外籍勞工」にとっては「一つの場所の確保」の

意味は大きいだろう．各集聚地で見かけた「客」たちは一様にその空間を楽し

んでいるように感じられる．ここは彼／彼女らにとってかけがえのない場所と

もなっているといえる． 

 一方で，ホスト社会から見た場合，これらの空間はどのように映るのであろ

うか．筆者が調査で訪問した集聚地ではときおり警察官と店側との「諍い」を

目にする．店舗形式，屋台形式など小規模な餐廳が無数に存在する台湾社会に

おいて，僅か 10 箇所ほどの集聚地の調査において警察官を目にするこの頻度が

                                                   

21 王・沈・林（2009）ではタイ出身者による店名の命名の特徴について言及している（王・沈・

林，2009：22-23）． 

22 彰濵路は海岸部の工業地區へ繋がる産業道路で建物が散在する箇所が約 2km ほど続く．その

ようななか，泰・越のディスコやタイ料理店，ベトナム料理店が突如出現する．本発表で用い

る閉域性とは異なるが，隔離された空間という意味ではここも「閉じた」場所であるとも言え

るだろう． 

23 網路終結點，nodal network point． 
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「偶然」のものであるのかどうか，検討が必要であろう． 

5555 第一廣場第一廣場第一廣場第一廣場のののの潜在的魅力潜在的魅力潜在的魅力潜在的魅力    街街街街づくりのづくりのづくりのづくりの可能性可能性可能性可能性    

 本節では，筆者も暮らす台中の駅前に位置する集聚地である第一廣場を，多

文化の「共存」を考えていく際のモデルとしてとらえながら，街づくりの提案

とその後の展開，今後の可能性を示す．ここでは，台中駅周辺に関わる外国籍

住民，台湾人，行政などさまざまな立場の人びとを「台中市民」として捉えな

がら，それぞれの市民にとって「トレードオフ」の形ではない「win-win」の街

づくりを念頭に置きつつ議論を進める． 

 さまざまな立場で台湾に滞在する外国籍住民のなかでも人口的に「外籍勞工」

の持つインパクトは大きい．その滞在形態ゆえに彼／彼女らは「市民」的な視

点からより，「消費者」としてのみ語られることが大きいように思う．集聚地の

形態自体が彼／彼女らの「消費」を基盤として成立している．これは街の形成

から見てごく自然なものといえるかもしれない．「消費地」としての「集聚地」

から分析は始まるが，ただしそこにとどまらず，外国籍住民を市民として考え

る視点へと結論を導いていくことを目指したい． 

5.15.15.15.1 第一廣場第一廣場第一廣場第一廣場のののの「「「「利点利点利点利点」」」」    

 そもそも，台中の公設市場として出発している第一廣場は，市政府行政も含

めた公的セクター（行政的行為）と私的セクター（市場的行為）とが協働する

ための基盤を有しているといえる．また，商業的複合ビルという「閉域性」を

有した一つの建物の中に，「第一消費市場」以来の「台湾的」消費の場と，新移

民的な消費形態が同居しており，かつ，台湾 vs 外国といった二元的思考によっ

て外国人（特に外籍勞工など東南アジア人）を一括りにするのではなく，それ

ぞれの出身者たちの持つ「多元性」や「差異」を示しえるような「複数」の文

化的な出自を同時に並列的に出現させていること24こそが，第一廣場を他の集聚

地から分かつ最大の「長所」であるといえる． 

 また，潭子における調査や知人との談話から「日曜日にわざわざ遠出して行

く場所」として第一廣場が地域の中心的な位置づけも担っていることうかがえ

た25．台中駅前は台湾中部地域の「国際性」「多文化」を示すモデルとなり得る

潜在性を有している場所といえるのではないだろうか． 

 このような利点がある一方で，第一廣場も含めた台中駅前の一帯は「旧市街

地」として衰退しているという認識が台中市民にも，また第一廣場の関係者自

                                                   

24 ただし，インドネシアの文化については第一廣場より徒歩 1 分ほどの通り沿いに独立的形態

として存在している． 

25 潭子で雑貨店を営むフィリピン人女性も第一廣場については良く知っている様子であった．

また彰化在住の知人からは台中が地域の商業的な中心地として近隣都市からもわざわざ訪れる

場所になっているという事実を耳にしている． 
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身にも共有されている． 

 こうした状況にある第一廣場を公共的空間として捉え，「外国籍住民も含めた

台中市民」として考えていくための方策として松永（2010）では，直接的な収

益・採算よりも，第一廣場に新しい機能・特徴を付与することを目指しつつ，（1）

第一廣場を知ってもらうこと，（2）情報発信・集約地化，（3）非営利組織の拠

点化，という観点から述べ，具体的に以下の 8つの提案を行った． 

 

①３F（food, fashion, festival）の積極的活用 

②コンペティションによる再生の具体案の獲得と波及宣伝効果 

③情報サロン設置 

④コミュニティ・ラジオ局開設 

⑤政府系組織（GO）施設の誘致 

⑥非政府組織・非営利組織 NGO/NPO の事務所誘致 

⑦学術機関の誘致：大学サテライト・語学学校など 

⑧宗教施設の併設の可能性 

 

 松永（2010）執筆の 2010 年 6 月以降，第一廣場の状況には若干の変化が見ら

れる．     

 ①に関しては，2010 年 6 月以降，完全営業停止状態であった 2 階部分が部分

的に開業されている．2階ロビー部分には新たに「東南亞購物美食廣場」の看板

と共に「多国籍性」を強調したデザインが施され，新規にベトナム餐廳が 2 店

舗開業している． 

 また同じく 2階部分には「亞州商場 Jason Mall of Asia」も開店する予定と

なっている．特徴的なのは，非・印・越・泰の国旗とともに台湾の国旗も並列

され商業展開が行われている点である．多様性の中に，台湾をも相対化して含

めていく視点というものは，他の集聚地にはなかなか見られないものであり，

その思想的な可能性は評価に値するものであるといえるだろう．  

 現在の第一廣場の変化は，商業的・消費的な観点からの変化に止まってはい

るが，変化を積極的に受け入れている様子は評価してよい．今後「多様性」へ

むかってさらに進むための変化が起こることを期待したい． 

 ただし，こうした多様性が「国民」を単位とした多様性である点には注意が

必要である． 

5.25.25.25.2 文化的差異文化的差異文化的差異文化的差異のののの識別単位識別単位識別単位識別単位    「「「「国民性国民性国民性国民性」」」」    

 1980 年代以降，台湾では外国籍住民の流入による新たな傍流の形成が行われ

ているといえる．ここでは，異文化，異なるものを強調するために「国民性」

という差異化の単位が持ち出されている．それは単なる差異として認識される
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のではなく，「優劣」「格差」を伴った差別化として現れている． 

 前節で紹介したように第一廣場が（台湾も含めた）多国籍性を強調すること

は，台湾 vs 外籍という構図，台湾の一枚岩性という誤解と外籍の一枚岩性とい

う幻想を産み出す可能性も持っている．特に，外国籍住民を一括りにしてしま

うことについては，注意が必要である．事実，国籍を異にする外国籍住民同士

のあいだにも緊張関係が生じている26（王，2006：154）．また，同国籍だから

といって常に無条件に「共生」的であるというわけではないことも認識する必

要がある． 

 

 外国籍住民から，集聚地はどのように捉えられている可能性があるだろうか．

集聚地に関する先行研究および筆者自身の集聚地の訪問の感想から，次のよう

な点が指摘できる． 

 

1. 「族裔公共空間（王・沈・林，2009）」の確保＝「台湾のなかの民族的飛

び地」に過ぎないのか？そのことの是非はどうなのか． 

2. 実際に外国籍住民たちは，台湾人たちとの関係をどのように構築しようと

しているのか（例)「主流群體への抵抗」（王，2009：14） 

3. 外国籍住民たちは，外国籍住民同士の関係をどのように構築しようとして

いるのか？ 

4. 「共生」とはお互いに相手に干渉しないで同時にある場所に存在すること

なのか？それとも，相手との関わりを形成しながら共通点と差異とを確認

試合ながらそれでも交わっていくことなのか． 

  

 課題を抱えてはいるが，それでもやはり第一廣場の取り組みを評価したい．

異文化のステレオタイプ化も「異文化理解」の通過的な一形態である，と捉え

ることも可能であろう．そこに止まったままでは問題があるが，第一廣場がさ

まざまな人びとの生活の実践的な場として変化と多様性を持ち続けているとす

れば，固定的認識は一過性のものとしてやがて払拭されていくものとなるはず

である． 

 国民性を単位とした「異文化」の認識は確かに問題を持っている．一方で，

国民性という「異文化」を解体していった先に「文化の個人化」があるとすれ

ば，それは「国民という単位」で差別されている事実に対する認識を覆い隠し

てしまう可能性がある（岩淵編著，2010）． 

 大切なことは，「異なるもの」の認識の中から「差別化」の要素に目をそら

さず向き合い，「差別化」を取り払う努力をしながら異文化理解へと進んでい

くことである．繰り返しとなるが，その過程において「ステレオタイプ化」を

                                                   

26 中壢市におけるフィリピン人とタイ人の対立について言及がある． 
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経てしまうことは，それが一過性のものである限りにおいて認める．ステレオ

タイプを「戦略的」に用いながら前進していくという方法もあって良いのでは

ないだろうか．  

5.35.35.35.3 第一廣場第一廣場第一廣場第一廣場のののの街街街街づくりづくりづくりづくり    

 第一廣場の潜在的な魅力を利用して街づくりを行うにあたり，以下の点を強

調しておきたい． 

 

• 「台湾」と「諸外国」の同居という形態を通して台湾籍住民と外国籍住民が

双方向的に（あるいは 3つ 4つと複眼的に）さまざまな状況・生活・人生を

考えていくための知見を得ること 

• 外国籍住民も主体的に関わることを前提としながらさまざまな立場の人び

とが「得るもの」があること 

• 第一廣場にとっては「結果としての消費」拡大 

• 台中市とそこに暮らす人にとって「異文化性（その解釈の多様性も含めて）」

をお互いに考えることができる「実践空間」としての街づくり 

6666 おわりにおわりにおわりにおわりに            

 第一廣場をはじめとする集聚地は，「国家」「国民性」を大きな識別単位と

して用いているという点で限界を抱えているといえる．「国民性」が常にその

構成員に奉仕するとは限らず，人と人との新たな関係づくりにおいて枷となる

ケースを私たちはすでに多く知っているはずである．それでもなお，私たちは

未だに国民国家という概念から自由ではない． 

 「多文化共生社会」を実現することは難しい．私たちはつねに「自」と「他」

とを比べながら生きている．そのなかで「差異を認めながら差別をしないこと」

は「分かっているけれどなかなか難しい」取り組みなのであろう．「共生」は素

晴らしい．が，その前に，隣に，近くに，存在することを許すところから，「共

存」からはじめてみる．集聚地はそうした「実践的」「戦術的」な在り方を見せ

てくれる場所でもある．今回の集聚地の調査でみられた各店舗の空間配置は，

「集合」，「場所の分割」，「分散」，「分離」，「融和」，「共有」，「協働」といった

特徴を持っていた．「多文化共生」社会の達成までに，さまざまな立場の人びと

が市民として空間の設定に関わること，空間の変化を認めていくことが重要と

なるだろう． 

 

 今回の発表は予備的考察段階にあり検討すべき点は多くある．今後，以下の

点を中心に検討を進めていきたい． 

 

1. 各集聚地形成の歴史的経緯や周辺環境との関係の把握 

2. 集聚地商店主・顧客・近隣住民・行政関係者等への聞き取り調査 

3. 休日以外の集聚地の状況調査，および早朝，夜などの状況の調査（前台・
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後台の検討） 

4. 「多文化」と「街づくり」に関する世界各地の取り組みの検討 
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修訂台中市綜合發展計畫案工作室（2001）『修訂台中市綜合發展計畫案總體計畫』 

（http://gisapsrv01.cpami.gov.tw/cpis/cprpts/Taichung_city_1/p_.htm） 

修訂台中市綜合發展計畫案工作室（2001）『修訂台中市綜合發展計畫案部門計畫』 

（http://gisapsrv01.cpami.gov.tw/cpis/cprpts/Taichung_city_1/case_menu.htm） 

『最新都市計畫圖』（http://us471018.myweb.hinet.net/prod01.htm） 

 

5．施政白書 

 

台中市経済発展處（2003）『台中市政府經濟處施政白皮書』 

（http://www.tccg.gov.tw/site/3fd82cda/files/economy.doc） 

台中市都市発展處（2006）『都市発展處施政白皮書』 

（http://www.tccg.gov.tw/site/3fd82cda/files/work.doc） 
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從區域整合觀點談大台中社區營造的發展趨勢從區域整合觀點談大台中社區營造的發展趨勢

劉立偉

台中市市政顧問、台中縣縣政顧問

台中縣環境景觀總顧問

逢甲大學都市計畫與空間資訊學系副教授

2010.12.7.

台日社區研究交流討論會
市街再造與多元文化之共生

簡報大綱

貳、台灣社區營造發展歷程與檢視

肆、結論

參、區域整合觀點的大台中社區營造發展趨勢

壹、前言
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壹、前言

台灣的社區營造自1994年文建會推行「社區總體營造」開始，即呈

現蓬勃發展的態勢。「社區總體營造」從文化建設出發逐漸轉化為

普及的環境改造與社會運動，試圖在以社區為核心的多元草根民主

之社會動員過程中，建構市民社會的認同，並解決因高度經濟成長

所造成的社會亂象與劣質文化的發展危機，改善社區生活環境品

質。

僅只五年的社區營造工作推展，卻能於1999年的921地震後，在許多

受災社區的災後重建工作中，發揮關鍵性角色，有效復甦地方活力

與經濟發展。

面對台中縣市合併，大臺中的社區營造期待新範型的浮現。

壹、前言

區域整合下新視野

三大生活圈

七大發展區域

區域資源共享
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壹、前言

台灣的人口發展趨勢呈現少子

化、高齡化、與人口減少的態

勢，逐漸對國家社會的發展產生

衝擊。

當高齡化是日本人口減少的主

因，少子化才是台灣人口減少的

主因。

年代 1920年代起 1950年代起 1980年代起 1990年代 2010年代

人口
特色

人口成長
多子化
幼年化

人口成長
多子化
幼年化

人口成長
少子化

人口成長
少子化
高齡化

人口減少
少子化
高齡化

人口變動
主因

死亡率降 生育率降 生育率續降 生育率續降
人口增加
零/負成長

簡報大綱

貳、台灣社區營造的發展歷程與檢視

肆、結論

參、區域整合觀點的大台中社區營造發展趨勢

壹、前言
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貳、台灣社區營造的發展歷程與檢視

台灣社區發展工作之推廣

1960年代：採「社會計畫模式」，頒布「社區發展工作綱領」，以

「基礎工程」、「生產福利」、與「精神倫理」三大建設方向來推

行社區發展。

1970年代：主要項目是實質環境的建設，如社區活動中心、道路等

的建造與設置。目的在於完成國家建設，而非凝聚社區意識。

1980年代：社區自發性的動員，以抗爭形式展現。這些社區動員的

特色為：由民間發起、社區有共同的受害意識、訴求單一，以衝突

方式挑戰現有法律的限制。

貳、台灣社區營造的發展歷程與檢視

台灣社區發展工作之推廣(續)

1990年代：文建會提出「社區總體營造政策」，藉由文化藝術的角

度切入，凝聚社區意識，改善社區生活環境，建立社區文化特色。

2000年代：「挑戰2008：國家發展重點計畫」，其中的「新故鄉社

區營造」以「投資生活環境」為訴求，希冀建立以人為主、永續發

展的新價值觀。
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貳、台灣社區營造的發展歷程與檢視

城鄉風貌政策發展歷程

1997

1998

1999

2000

2001

2002

2003

2004

2005
↓
2008

2009
↓
2012

第
一
階
段

第
二
階
段

第
三
階
段

年度年度 制度變革制度變革 執行重點執行重點

擴大國內需求方案-創造城鄉新風貌計畫

城鎮地貌改造計畫

創造台灣城鄉風貌示範計畫((第一期第一期))

社區風貌營造計畫

城鎮地貌改造計畫
((第二期第二期))

健康社區六星計畫
-環境景觀面向

都市風貌營造計畫

台灣城鄉風貌整體規劃示範計畫((第三期第三期))

整合

研擬城鄉新風貌行動方案

首度編列預算

二年度補助執行700多項
改善計畫

政策引導型、競爭型

減量、生態、環境整頓、
簡易綠美化

景觀總顧問

景觀綱要計畫

文化、綠意、美質

競爭、創新、參與、學習

區域整合、系統導向

貳、台灣社區營造的發展歷程與檢視

城鄉風貌推動機制的整合
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貳、台灣社區營造的發展歷程與檢視

社區定義的釐清

Community應包含「社群」與「社區」兩種意涵。「社群」因沒有地

理空間的範圍，只要分散各地的一群人，彼此具有認同感即稱之；

「社區」則是指彼此間形成生命共同體而且在地理上又集聚在一起

的一群人。

公共議題所界定的「事緣社區」以及空間範圍的「地緣社區」。

今日所謂的「社區」，不再是村、里、鄰形式上的行政組織，而在

於居民的共同意識和價值觀念。

貳、台灣社區營造的發展歷程與檢視

城鄉差異的考量

都市與鄉村對社區營造的需求是不同的，多元樣貌的都市社區希冀

藉由社區營造建立認同，讓居民成為彼此認識又對社區環境熟悉的

一群人；鄉村社區的社區感原本存在，但因經濟衰敗與人力外流使

得鄰里關係逐漸淡化，希冀透過社區營造召喚回原有的社區感。

過去台灣的社區發展工作，採用的是開發中國家的模式，以改善鄉

村社區為主並著重在硬體的建設。接續的社區總體營造論述提倡在

地社區傳統文化環境的保存發揚，作為培育社區意識的策略，也相

當程度地植基於農村面臨經濟衰退與人口流失窘境的背景因素考量

之上。
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貳、台灣社區營造的發展歷程與檢視

城鄉差異的考量(續)

「鄉村都市化、都市鄉村化」是流傳數十年的舊口號，為了促進城

鄉互動與建構城鄉一體的理想情境下；但是鄉村都市化失去鄉村特

色與浪費資源，以及都市不可能鄉村化之下，鄉村要具備鄉村美景

與都市要具備都市便利的「鄉村鄉村化、都市都市化」應取而代

之。因此社區營造環境景觀面向的趨勢發展，究竟是過去習以為常

的「縮短城鄉差距」抑或強調環境差異的「擴大城鄉差距」是未來

論述的焦點。

貳、台灣社區營造的發展歷程與檢視

城鄉差異的考量(續)

台灣目前社區營造的「國家－社區」兩端點的發展，明顯的忽視了

全球化過程中全球與地方的連結，而且相關研究大多以農村社區為

探討的對象，對都市社區的研究則付之闕如。

都市計畫區內人口占總人口的比例約80%，都市社區應成為社區營造

的核心。譬如，都市中的「中庭集合住宅社區(門禁社區)營造」以

及「社群營造」是新興議題。

相對於國家建設，社區營造的另一問題端為窄化的社區議題，閉鎖

在鄰里尺度內探討既存的內部小團體問題，無法與外在大環境連

結。
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貳、台灣社區營造的發展歷程與檢視

社區營造執行機制的檢討

社區營造的困境在於明明是地方所缺乏的理念，卻由上層政府推

動，而定義上又必須由社區自己動員，造成「由下而上」的社區營

造精神與理念的實踐必須藉由「由上而下」的政策指導。換言之，

社區營造本身就是一個自相矛盾的政策，因為它自使至終包含了

「由下而上」與「由上而下」兩個衝突的政治參與模型。因此社區

營造原本是要讓社區居民成為社區與生活的主人，但實際上卻成為

貫徹政府國家政策的代理人。目前由上而下的政策決策和資源下放

過程，基本上違背社區永續發展的理念，一旦政府資源撤離，許多

社區發展自然隨之消失。

貳、台灣社區營造的發展歷程與檢視

社區營造執行機制的檢討 (續)

有關「由下而上」的社區營造基本理念正當性的探討，缺乏相關文

獻的廣泛討論，這可能是因為大多數參與社區營造的人，習慣將其

視為不可挑戰的真理與事實。

以國家建設為依歸的社區發展，仍不停地浮現在台灣的文化建設

中。由國家政策推展的社區營造，實難跳脫「由上而下」的決策模

式。

在代議政治下，市民參與公共事務對民主政治的維繫具有相當的重

要性。就社區營造由下而上的理念而言，公共服務的共同生產指的

是作為消費者的市民與作為生產者的公部門或專業者從事相同服務

的生產與提供，因此隱含著市民參與政府政策的執行。
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貳、台灣社區營造的發展歷程與檢視
社區營造執行機制的檢討(續)

然而，「由下而上」社區營造的民主政治理念卻無法與現代的社會

與經濟生活相融合。尤其是在都市環境中的社會、經濟與空間、時

間功能的分化更加明顯，市民直接參與的可能性就相形變低。相對

地在鄉村環境中上述功能分化的情形較不明顯，也就增加社區民眾

直接參與的動機，如文化觀光與休閒農園的推展，藉由參與者在生

活與生產上時間與空間的重疊，進行結合鄉村生活與生產體驗經濟

模式的發展。

以市民社會共同生產模式來理解由下而上民眾參與的社區營造基本

理念的實踐，在缺乏政治、社會、經濟等制度面的橫向調節之下，

除了無法有效誘導民眾參與外，也容易被簡化為「凡事親為」的實

作參與模式。如何讓社區民眾真正的當主人，是提供社區營造永續

發展的根基。

簡報大綱

貳、台灣社區營造的發展歷程與檢視

肆、結論

參、區域整合觀點的大台中社區營造發展趨勢

壹、前言
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参、區域整合觀點的大台中社區營造發展趨勢

台中市北屯區松竹環線社區

總體營造，2004。

参、區域整合觀點的大台中社區營造發展趨勢

台中市北屯區松竹環線

社區總體營造

上水
湳

四張犁

松竹

環 中 路

北
屯
路

上水湳地區
1.后庒里 2.忠平
里
3.陳平里 4.大德
里
5.仁愛里 6.水湳
里
7.新平里

四張犁地區
1.四民里 2.仁和
里
3.同榮里 4.仁美
里

松竹地區
1 松竹里 2 松強
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参、區域整合觀點的大台中社區營造發展趨勢

台中市北屯區松竹環線社區總體營造

城鄉交界之風貌

城鄉交界特殊景致與精緻農業結合，成為一個在地化的休閒遊憩網
絡。

舊聚落中心商業與生活中心

四張犁及松竹寺地區為早期聚落中心，至今沿街仍呈現其地方特色。

傳統農村風貌&都市聚落之發展

部份區域為後期發展區，呈現農業或中小型輕工業，且仍有散村合院
座落其間。敦化路及松竹路兩側，發展為高密度公寓大樓住宅區。

重劃區之開發

重劃區之都市計畫模式與發展結果，呈現的風貌與市內其他重劃區無
異。

参、區域整合觀點的大台中社區營造發展趨勢

台中市北屯區松竹環線

社區總體營造角色定位

地區發展的角色定位是作為
地區發展方向的指導與認
知，處於強調 多元分工的城
市中，地區須確立自身的發
展定位，才能在整體都市發
展過程中，具有獨特而避免
被邊緣化的優勢。因此，松
竹環線地區需要藉由所擬出
的願景--「台中市的休閒․
運動․生活區」，來擬出
「都市健康生活區」的發展
定位。
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参、區域整合觀點的大台中社區營造發展趨勢

台中市北屯區松竹環線

社區總體營造發展願景

• 由上位及相關計畫所擬願景

發展方向

1. 具有休閒功能的區位

2. 運動發展導向

3. 成為水湳生活圈

• 從地區發展特色所擬願景發

展方向

1. 極限運動場地

2. 都市生態休閒活動

• 發展理念
1.新核心與舊聚落的傳承 2.城市與鄉村的融合
3.極限體育與生態休閒的互補 4.汽車與鐵馬的共存

参、區域整合觀點的大台中社區營造發展趨勢
台中市北屯區松竹環線

社區總體營造發展構想
• 分區構想

1. 四張犁歷史人文區
2. 水湳生活圈
3. 棒球體育核心園區
4. 北屯行政商業中心
5. 仁和地區商業核心
6. 同榮地區商業核心
7. 整體開發住宅生活區
8. 社區環境重塑風貌區
9. 捷運綠線潛力區

• 軸線串聯
1. 敦化門戶意象軸
2. 崇德體育活動軸
3. 后庄人文產業軸
4. 松竹綠蔭休閒軸
5. 親水藍帶生態軸
6. 中清帶狀商業軸
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参、區域整合觀點的大台中社區營造發展趨勢

台中市北屯區松竹環線

社區總體營造

地區整體發展討論會

問卷調查

社區說明會

社區工作坊

敦化路

松
竹
路

敦化路松竹路入口意象路燈配置
敦化路松竹路入口意象鋪面配置

敦化路

松
竹
路

敦化路松竹路入口意象路燈配置
敦化路松竹路入口意象鋪面配置

后 庄 鐵 馬 道 導 覽 暨 步 遊 系 統 延 伸 規 劃 方 案

活動中心舖面延續

敦化路入口意象配置圖
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參、區域整合觀點的大台中社區營造發展趨勢

強調區域整合

促進區域全面性的社造動能

由社區營造到城鄉營造

有效切入城鄉發展與都市計畫

的制定與變更

密切注意農村再生條例的推展

2008台中縣傳統街區生態改造示範計畫「綠驛道」

參、區域整合觀點的大台中社區營造發展趨勢

地區整體發展

「綠驛道」沿線涵蓋台中縣一處重點景觀區及四處潛力重點景觀

區，為台中縣應積極推動傳統街區生態改造之極佳著力點。

2008台中縣傳統街區生態改造示範計畫「綠驛道」
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參、區域整合觀點的大台中社區營造發展趨勢

「綠驛道」 計畫範圍

綠驛道由鐵路沿線18個驛站所延

伸之傳統街區所組成，橫跨台中

縣及彰化縣14個鄉鎮。

– 台中縣6鄉鎮

大甲鎮、清水鎮、沙鹿鎮、

龍井鄉、大肚鄉及烏日鄉

– 彰化縣8鄉鎮

彰化市、花壇鄉、大村鄉、

員林鎮、永靖鄉、社頭鄉、

田中鎮與二水鄉

大甲驛站

烏日驛站

田中驛站

二水驛站

台中縣

彰化縣

台中縣

彰化縣

田中鎮景觀綱要計畫田中鎮景觀綱要計畫

二水鄉景觀綱要計畫二水鄉景觀綱要計畫

烏日鄉景觀綱要計畫烏日鄉景觀綱要計畫

大甲鎮景觀綱要計畫大甲鎮景觀綱要計畫
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參、區域整合觀點的大台中社區營造發展趨勢

台中縣市歷年社區規劃師駐地輔導計畫

資料來源：社團法人中華東海建築文化協會
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參、區域整合觀點的大台中社區營造發展趨勢

100年度大台中社區規劃師駐地輔導計畫(草案)

參、區域整合觀點的大台中社區營造發展趨勢

100年度大台中社區規劃師駐地輔導計畫(草案)
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參、區域整合觀點的大台中社區營造發展趨勢

西村幸夫，「大家一起來！打造觀光城鄉」，天下雜誌出版，2010

打造觀光城鄉

以地方社會為主體，善用地

方的環境資源，藉以促進地

方經濟繁榮的整體活動。

參、區域整合觀點的大台中社區營造發展趨勢

綠量及景觀
美質增進

微氣候
調節

生物
多樣性

基地
保水

節能
減廢

生態改造
手法

生態改造

低碳社區

防災社區

慢活/樂活社區
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簡報大綱

貳、台灣社區營造的發展歷程與檢視

肆、結論

參、區域整合觀點的大台中社區營造發展趨勢

壹、前言

肆、結論

釐清社區定義與考量城鄉差異，確實掌握鄉村與都市社會需求的不同來

推展社區營造。社區產業活化、觀光城鄉及地方經濟發展是鄉村社區營

造最重要的課題，而急遽都市化過程中的「社區崩解」與回應全球化與

地方化的挑戰成為都市社區營造的核心議題。

都市社區營造與社群營造應得到更多的關注。都市社區營造必須從更廣

的視野著手，才得以與國土規劃體系相連結，避免過於窄化的社區議

題。

以市民社會共同生產模式來理解由下而上民眾參與的社區營造基本理念

的實踐，在缺乏政治、社會、經濟等制度面的橫向調節之下，除了無法

有效誘導民眾參與外，也容易被簡化為「凡事親為」的實作參與模式。

回應劇烈氣候變遷的生態改造以及著重資源共享的區域整合，是社區營

造時代性議題。
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簡報結束
敬請指教
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